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本
文
の
要
点

緑
資
源
幹
線
林
道

(旧
森
林
開
発
公
団
の
大
規
模

林
道
)
に
つ
い
て
、
私
は
二
〇
〇
六
年
の
本
誌
第
四

四
号

「
緑
資
源
幹
線
林
道

・
無
駄
な
公
共
事
業
が
自

然
を
破
壊
-
知
事
は
事
業
の
必
要
性
と
効
果
を
説
明

で
き
な
か
っ
た
」
で
、
こ
の
事
業
の
概
要
と
時
代
錯

誤
ぶ
り
を
紹
介
し
た
。
そ
れ
以
来
、
昨
年
ま
で
に
五

回
に
わ
た

っ
て
知
事
と
の
質
疑
応
答
を
繰
り
返
し
た

が
、
知
事
は
こ
の
事
業
に
多
額
の
道
費
負
担
を
支
出

し
な
が
ら
も
、
「説
明
責
任
な
し
」
と
逃
げ
の
姿
勢
に

終
始
し
た
。

と
こ
ろ
が
昨
年
、
こ
の
事
業
を
め
ぐ
る

[政
官
業

の
癒
着
」
が
露
呈
し

「緑
資
源
機
構
-
不
正
の
温
床

そ
の
も
だ
」
と
世
論
の
批
判
が
ま
き
お
こ
っ
た
た
め
、

政
府
は
緑
資
源
機
構
を
二
〇
〇
八
年
三
月
ま
で
に
廃

止
し
、
緑
資
源
幹
線
林
道
は

一山
の
み
ち
」
と
名
称

を
変
更
し
て
、
都
道
府
県
の
事
業
に
移
管
せ
ざ
る
を

得
な
い
事
態
に
お
ち
い
っ
た
。

す
な
わ
ち
緑
資
源
幹
線
林
道
は
、
二
〇
〇
八
年
度

か
ら
は
都
道
府
県
が
事
業
主
体
の

「山
の
み
ち
」
事

業
に
継
承
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。
し
た

が

っ
て
知
事
は
、
今
後
は

「説
明
責
任
な
し
」
と
い

う
逃
げ

の
手
を
使
う

こ
と
が
許
さ
れ
な
く
な
る

の

で
、
私
た
ち
が
提
起
し
た
疑
問
点

に
対
し
て
真
正
面

か
ら
答
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
同
時
に
知
事
は
、
森
林
開
発
公
団
に
よ
る
大

規
模
林
道
は
、

い
ま
か
ら
四
〇
年
近
く
も
前

の
拡
大

造
林
政
策
の

「右
肩
上
が
り
」
を
前
提
に
計
画

・
着

手
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
後
の
林
業
情

勢
は

「
右
肩
下
が
り
」
に
推
移
し
て
い
る
事
実
を
直

視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
森
林
開
発
公
団

の
大
規
模
林
道
が
、
緑
資
源
機
構
の
緑
資
源
幹
線
林

道

に
変
更
さ
れ
、
さ
ら
に
都
道
府
県
の
「
山
の
み
ち
」

事
業
に
変
更
さ
れ
て
も
、
す
で
に

「時
代
の
変
化
」

に
よ
り
森
林

・
林
業
に
対
す
る
価
値
観
や
役
割
も
大

き
く
変
化
し
、
大
規
模
林
道
事
業

の
目
的
、
必
要
性
、

効
果
が
消
滅
し
て
い
る
実
態
を
客
観
的

に
再
評
価

し
、
事
業
の

{
中
止
」
を
決
断
す
べ
き
で
あ
る
。

緑
資
源
幹
線
林
道
の
現
状
と
経
緯

北
海
道
に
お
け
る
緑
資
源
幹
線
林
道
は
、
現
在
、

つ
ぎ

の
三
路
線
が
事
業
を
継
続
中
で
、
総
事
業
費
は
約

一
〇
八

二
億
円

(緑
資
源
機
構
北
海
道
地
方
建
設
部
、
二
〇
〇
四

の
資
料
に
よ
る
。
そ
の
後

一
部
区
間
が
中
止
さ
れ
た
の
で

や
や
減
額
さ
れ
た
)
で
、
そ
の
事
業
進
捗
率
は
四
五
%
(北

海
道
水
産
林
務
部
、
二
〇
〇
七
の
資
料
に
よ
る
)
で
あ
る
。

こ
の
事
業
主
体
は
林
野
庁
系
の
独
立
行
政
法
人

・
緑
資
源

機
構
で
あ
る
が
、
北
海
道
は
約
二
〇
%
の
事
業
負
担
金
お

よ
び
道
有
林
部
分
で
五
%
の
受
益
者
賦
課
金
を
支
出
し
て

い
る
。

延
長

①

滝

雄

・厚

和
線

六

五
・
四
キ
。

②

平

取

・え

り
も
線

七

二

∴

③

置

戸

・阿
寒

線

六

三

土
二

合
計

二
〇
〇

・
八
キ
。

事
業
費

(概
算
)

二
六
三
億
円

五
六
三

二
五
八

一
〇
八
二
億
円

進
捗
率

(6

0
六
末
)

八
三
%

三
四
一
九
四
五
%

北
海
道
の
緑
資
源
幹
線
林
道

(旧
森
林
開
発
公
団
の
大

規
模
林
道
)
は
、
道
央
か
ら
道
東
に
か
け
て
の

(平
成
大

合
併
前
の
)

一
市
三
三
町
三
村
に
ま
た
が
る
、
国
有
林
と
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道
有
林
が
主
体
で

一
部
に
民
有
林
を
交
え
る

一
七
六
万
診

の
森
林
地
域

(「北
海
道
山
地
」
と
い
う
)
を
対
象
と
し
た

「
北
海
道
大
規
模
林
業
圏
開
発
計
画
」
の
幹
線
林
道
で
あ
る

(図
1
)
。
こ
の
計
画
は
、
い
ま
か
ら
四
〇
年
近
く
も
前
の

新
全
国
総
合
開
発
計
画

(
一
九
六
九
～
七
七
)
お
よ
び
第

三
期
北
海
道
総
合
開
発
計
画

(
一
九
七

一
～
八
○
)
に
位

置
づ
け
ら
れ
、
北
海
道

に
よ
り
実
施
計
画
が
策
定
さ
れ
た

(「北
海
道
大
規
模
林
業
圏
開
発

・
昭
和
四
八
度
実
施
計
画

策
定
調
査
報
告
書
」
北
海
道
林
務
部
、

一
九
七
四
)。

そ
の
当
時

の
日
本
の
林
業
政
策
は
、
国
有
林
を
中
心
と

し
て

「拡
大
造
林
」
が
重
要
視
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
当

時
の
高
度
経
済
成
長
を
背
景
と
す
る
木
材
需
要
の
増
大
に

対
応
し
、
奥
地
の
天
然
林
を
大
規
模
に
皆
伐
し
て
人
工
林

○

》

滝雄 ・厚和線

(北海道)置戸 ・阿寒線

(北海道)

じe
例

大規模林業圏

緑資源幹線林道

公道利用区間

凡
髄
=

北海道

○

平 取 ・え りも線

(北海道)

,ξ

図1緑 資源幹線林道(大 規模林道)位 置図

(森林ハ ンドブック、2006、 日本林業協会)

に
変
え
、
林
業
の
生
産
性
を
高
め
よ
う
と
す
る
も
の
だ

っ

た
。
し
た
が

っ
て
北
海
道
大
規
模
林
業
圏
開
発
計
画
も
i
高

生
産
性
林
業
の
確
立
」
が
最
大
の
目
的
と
さ
れ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
実
施
計
画
が
策
定
さ
れ
た

一
九
七
三
年
、
ま

さ
に
そ
の
時
、
日
本
経
済
は
第

一
次
石
油
危
機
に
遭
遇
し

て
失
速
し
、
高
度
経
済
成
長
時
代
は
幕
を
閉
じ
た
。
時
代

の
流
れ
は
環
境
保
全
を
重
視
す
る
低
成
長
時
代
に
移
行
し

た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ほ
ぼ
同
時

に
拡
大
造
林
政
策
も

失
敗
が
顕
在
化
し
、
国
有
林
で
は
拡
大
造
林
を
否
定
す
る

「
国
有
林
に
お
け
る
新
た
な
森
林
施
業
」
に
転
換
せ
ざ
る
を

得
な
く
な

っ
た
。
ま
た
、
そ
の
こ
ろ
か
ら
木
材
輸
入
が
増

加
し
、
日
本
の
林
業
は
元
気
を
失

っ
た
。
大
規
模
林
道
事

業
の
前
提
と
さ
れ
た

鞠
右
肩
上
が
り
」
の

コ
局
生
産
性
林

業
の
確
立
」

へ
の
道
は
、
出
発
と
同
時
に
赤
信
号
が
と
も

り
、
現
在
に
い
た
る
ま
で
日
本
の
林
業
は
「
右
肩
下
が
り
」

に
低
迷
を
続
け
て
い
る
。

(ゴ
=
一頁
の
図
を
参
照
)

そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
。
国
有
林
経
営
の
特
別
会
計
は

一
九
七
〇
年
代
以
降

に
累
積
赤
字
が
増
大
し
、

一
九
九
七

年
に
は
そ
れ
が
三
兆
八
千
億
円
に
も
達
し
て
自
力
再
生
が

不
可
能
な
こ
と
が
明
白
と
な

っ
た
の
で
、

一
九
九
八
年
に

累
積
赤
字

の
大
部
分
を

一
般
会
計
か
ら
返
済
す
る
国
有
林

の
抜
本
改
革
が
行
わ
れ
、
国
有
林
経
営
は
木
材
生
産
の
重

視
か
ら
公
益
的
機
能
を
重
視
す
る

「国
民
の
森
林
」
に
脱

皮
し
た
。
さ
ら
に
二
〇
〇

一
年
に
は

[林
業
総
生
産
の
増

大
」
を
目
的
と
す
る
林
業
基
本
法
が
、
森
林
の
公
益
的
機

能
な
ど

[多
面
的
機
能
の
発
揮
」
を
目
的
と
す
る
森
林

・

林
業
基
本
法
に
抜
本
改
正
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
二
〇
世
紀

か
ら
二

一
世
紀

へ
移
行
す
る
世
紀
の
変
わ
り
目
に
、
日
本

の

「
林
業
政
策
」
は
木
材
生
産
重
視
か
ら
環
境
保
全
重
視

の

縣
森
林

・
林
業
政
策
」
に
大
転
換
し
た
の
で
あ
る
。

し
た
が

っ
て

コ
局
生
産
性
林
業

の
確
立
」
を
最
大
目
的

と
す
る
北
海
道
大
規
模
林
業
圏
開
発
計
画
は
、
「時
代
の
変

化
」
に
埋
没
し
、

い
ま
や
幻
と
化
し
て
事
実
上
消
滅
し
て

い
る
。
大
規
模
林
道
は
、
大
量
の
木
材
を
生
産
し
、
そ
れ
を
遠

距
離
に
運
搬
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
計
画
さ
れ
た
か

ら
、
幅
員
七
層
、
二
車
線
、
全
面
舗
装
の
国
道
な
み
の
規

格
で
、
延
長
六
〇
～
七
〇
キ
。
以
上
の
広
域
を
貫
通
さ
せ
る

林
道
で
あ
る
。
し
か
し
、
環
境
保
全
を
重
視
す
る
森
林
の

公
益
的
機
能
を
発
揮
す
る
た
め
に
は
、
高
生
産
性
林
業
を

前
提
と
し
た
広
域
を
貫
通
さ
せ
る
大
規
模
林
道
を
必
要
と

し
な
い
。

な
お
、
こ
の
大
規
模
林
業
圏
開
発
計
画
の
副
次
目
的
に

は

[森
林
の
公
益
的
機
能
充
実
」
も
含
ま
れ
て
い
た
が
、

そ
れ
は
大
規
模
林
道
を
観
光
道
路
と
し
て
利
用
し
沿
線
を

大
規
模
に
観
光
開
発
す
る

「
保
健
休
養
機
能
充
実
」
で
、

環
境
保
全
的
な
公
益
的
機
能
の
発
揮
と
は
無
縁
だ

っ
た
。

し
た
が

っ
て
、
こ
れ
も
環
境
保
全
重
視
時
代
を
迎
え
て
消

滅
し
た
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
大
規
模
林
道
は
旧
森
林
開
発
公

団
に
よ

っ
て
、
①
滝
雄

・
厚
和
線
が

一
九
七
四
年
、
②
平

取

・
え
り
も
線
が

一
九
八
三
年
、
③
置
戸

・
阿
寒
線
が

一

九
九
四
年
に
そ
れ
ぞ
れ
着
工
さ
れ
、
近
年

の
林
野
庁
に
よ

る

噛公
共
事
業
再
評
価
」
の
結
果
、
ほ
ん
の
一
部
の
区
間

で
事
業
休
止
や
幅
員
縮
小
が
行
わ
れ
た
だ
け
で
、
基
本
的

に
は
い
ず
れ
の
路
線
も
事
業
継
続
と
さ
れ
、
延
々
と
工
事

が
続
行
さ
れ
て
い
る
。
国
の
公
共
事
業
再
評
価
制
度
は
、

北
海
道
の

馳時
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト

(時
代
の
変
化
を
踏
ま

え
た
施
策
の
再
評
価
)
」
を
契
機
に
始
め
ら
れ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
大
規
模
林
道
事
業
は

「
時
代
の
変
化
」
を
無
視

し
、
「
始
め
に
継
続
あ
り
き
」
の
再
評
価
が
行
わ
れ
た
。
そ

し
て
北
海
道
は
、
林
野
庁
の
再
評
価
結
果
に
追
従
し
、
多

額

の
道
費
支
出
を
続
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
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二

北
海
道
知
事

か
ら
の
回
答

の
問
題
点

本
誌
第
四
四
号
で
私
は
、
北
海
道
自
然
保
護
協
会
も
構

成
員
と
な

っ
て
い
る

「北
海
道
大
規
模
林
道
問
題
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
が
知
事
と
質
疑
応
答
を
行

っ
た
こ
と
を
紹
介
し

た
。
そ
の
後
も
こ
の
続
編
が
繰
り
返
さ
れ
、
二
〇
〇
七
年

五
月
ま
で
に
五
回
に
達
し
た
。

第

一
同

第
二
回

第
三
回

第
四
回

第
五
回

質
問
年
月
日

〇
五
年

八
月
二
一二
日

〇
五
年

一
二
月

一
六
日

〇
六
年

四
月
二
五
日

〇
六
年

八
月

一
八
日

〇
七
年

二
月

六
口

回
答
年

月

日

〇
五
年

一
一
月

一

一
日

〇
六
年

二
月

六

日

〇
六
年

六
月

一
九

日

〇
六
年

一
〇
月

三
日

〇
七
年

五
月

二

五
日

こ
の
五
回

の
回
答

の
中

に
は
、
私
た

ち
が
納
得

で
き
な

い
問
題
点
が
た
く
さ
ん
あ
る
が
、

そ
の
代
表
的
な
も

の
を

三

つ
だ
け
紹
介
す

る
。

な
お
質
問

は
北
海
道
知
事

に
提
出

し
た
も

の
で
、
毎
回

の
提

出
時

に
は
知

事
政
策

部
、
水
産

林
務

部

お
よ
び

広

報

・
広
聴
課

の
幹
部
が
同
席
す
る
場
で
、
質
問
趣
旨
を
説

明
し

て
い
る
。

し
か
し
回
答
は
北
海
道
水
産
林
務
部
林
務

局
長
名
と
な

っ
て

い
る
の
で
、
幽当

ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し

て

は
知
事
あ
て
質
問

し
て
い
る
も

の
で
、
実
務
担
当

の
林
務

局
長
だ
け
の
判
断

で
な
く
、
よ
り
多
角
的
視

野
と
高
度
な

政
策
判
断
を
伴
う
知
事

か
ら

の
回
答
を
期
待

し
て

い
る
」

旨
を
繰
り
返

し
申

し
入
れ
た
と
こ
ろ
、
第

四
回
目
に
は
高

橋

は
る
み
知
事
名

で

[当
事
業
を
担
当
し
て

い
る
林
務
局

長

か
ら
回
答
さ
せ
て

い
た
だ

い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

今
後
も
道
と
し
て
責

任
を
も

っ
て
回
答

・
説
明
す

べ
き
事

項

に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
誠
実

に
対
応
す
る
よ
う
、
あ

ら
た
め
て
指
示
し
た
と

こ
ろ
で
す
」

と
の
回
答
が
添
え
ら

れ
て

い
た
。
し
た
が

っ
て
以
下

に
紹
介
す

る
回

答
は
、

事
名

の
も

の
と
み
な
し
て
よ

い
こ
と
に
な

る
。

知

ω

大
規
模
林
業
圏
開
発
計
画
は
い
ま
や
幻
の
存
在

(質
問
の
要
旨
)

北
海
道

の
大
規
模
林
業
圏
開
発
計
画

は
三
〇
年
以
上
も
前
に
、
拡
大
造
林
を
推
進
す
る

「高
生

産
性
林
業
の
確
立
」
を
目
指
し
て
策
定
さ
れ
た
が
、
そ
の

後
の
時
代
の
変
化
に
よ
り
林
業
を
と
り
ま
く
前
提
条
件
が

崩
壊
し
、
「大
規
模
林
業
圏
」
は
そ
の
実
態
を
失

っ
て
い
る
。

し
た
が

っ
て
計
画
策
定
時
に
、
伐
採
量
、
造
林
量
、
林

道
網
な
ど
は
ど
の
よ
う
な
目
標
を
も
ち
、
そ
の
後
、
目
標

の
何
が
達
成
さ
れ
、
何
が
達
成
さ
れ
な
か

っ
た
か
を
旦
ハ体

的
に
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
な
ぜ
大
規
模
林
業
圏
の

幹
線
と
し
て
大
規
模
林
道
事
業
を
継
続
す
る
必
要
が
あ
る

の
か
、
根
拠
を
明
示
す
る
こ
と
。

(回
答
の
全
文
)

大
規
模
林
業
圏
開
発
計
画
は
、
地
理

的
条
件
が
極
め
て
悪
い
地
域
に
お
い
て
森
林
整
備
の
推
進

や
林
業
の
振
興
、
さ
ら
に
は
地
域
の
振
興
を
図
る
必
要
が

あ
る
と
の
考
え
方
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
現
在
も
そ
の

基
本
的
な
考
え
方
は
否
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
今
後

と
も
継
続
し
て
事
業
が
実
施
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。

(納
得
で
き
な
い
理
由
)

質
問
は
、
林
業
を
と
り
ま
く

情
勢
変
化
に
よ
り
伐
採
量
、
造
林
量
は
と
も
に

「
右
肩
下

が
り
」
に
激
減
し
て
い
る
実
態
、
ま
た
大
規
模
林
道
を
整

備
し
て
も
派
生
す
る
中
核
林
道
、
支
線
林
道
、
作
業
道
な

ど
の
林
道
網
の
形
成
が
進
ま
な
い
実
態
を
旦
ハ体
的
に
示
す

こ
と
を
求
め
て
い
る
の
に
、
回
答
は
ひ
と
こ
と
も
触
れ
て

い
な
い
。
都
合

の
悪

い
こ
と
に
は
口
を
閉
ざ
す
の
で
あ
る
。

そ
し
て

「
地
理
的
条
件
が
極
め
て
悪
い
地
域
に
お
い
て

…
」
と
抽
象
的
な
表
現
だ
け
で

「
基
本
的
な
考
え
方
は
否

定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
今
後
と
も
継
続
」
が
必
要
と

答
え
て
い
る
。

北
海
道
は

「時
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト

(時
代
の
変
化
を
踏

ま
え
た
施
策

の
再
評
価
)
」
の
生
み
の
親
で
あ
る
。
そ
れ
に

も
か
か
わ
ら
ず
知
事
は
、
時
代
の
変
化
に
よ
り

「高
生
産

性
林
業
の
確
立
」
と
い
う
林
業
政
策
が
否
定
さ
れ
た
事
実

を
無
視
し
、
三
〇
年
以
上
も
前
の
大
規
模
林
業
圏
を
肯
定

し
て
い
る
。
大
規
模
林
道
事
業
を
継
続
す
る
こ
と
は
時
代

錯
誤
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②

流
域
単
位
の
森
林
計
画
区
を
越
境
す
る
林
道
が
な
ぜ

必
要
(
質
問
の
要
旨
)

大
規
模
林
道
が
計
画
さ
れ
た
こ
ろ
の

林
道
は
、
峰
越
林
道
、
ス
ー
パ
ー
林
道
、
大
規
模
林
道
と

つ
ぎ
つ
ぎ
に
大
規
模
化
、
長
大
化
し
て
い
っ
た
。
し
か
し
、

そ
の
後
の
森
林
経
営
は
流
域
単
位
と
す
る
こ
と
が
合
理
的

で
自
然
環
境
に
も
や
さ
し
い
と
し
て
、

一
九
九
〇
年
代
か

ら
は

一森
林
の
流
域
管
理
シ
ス
テ
ム
」
が
導
入
さ
れ
、
森

林
法

(第
七
条
)
の

幽
森
林
計
画
区
」
も

「流
域
別
」
に

定
め
る
よ
う
に
改
正
さ
れ
た
。

し
た
が

っ
て
現
在
の
森
林
計
画
制
度
に
従
え
ば
、
流
域

を
峰
越
え
し
て
越
境
す
る
長
大
な
大
規
模
林
道
を
必
要
と

し
な
い
の
に
、
ま
た
峰
越
え
す
れ
ば
必
然
的
に
自
然
環
境

に
与
え
る
影
響
が
大
き
く
な

っ
て
公
益
的
機
能
が
阻
害
さ

れ
る
こ
と
が
必
至
な
の
に
、
な
ぜ
大
規
模
林
道
事
業
の
継

続
が
不
可
欠
な
の
か
、
そ
の
理
由
を
明
示
す
る
こ
と
。

(
回
答
の
全
文
)

緑
資
源
幹
線
林
道
に
つ
い
て
は
、
森

林
整
備
の
推
進
や
林
業
の
振
興
、
さ
ら
に
は
地
域
の
振
興

を
図
る
た
め
、
地
理
的
条
件
が
極
め
て
悪
い
地
域
に
お
い

て
実
施
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
受
益
の
範
囲
が
著
し
く
広
い

も
の
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
複
数
の
森
林
計
画
区
が

関
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

(
納
得
で
き
な

い
理
由
)

質
問
は
、
現
在
の
森
林
計
画
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制
度
に
従
え
ば
流
域
を
峰
越
え
す
る
長
大
な
大
規
模
林
道

は
必
要
と
せ
ず
、
ま
た
峰
越
え
す
れ
ば
後
の
七
②
で
説
明

す
る
よ
う
に
、
必
然
的
に
自
然
環
境
に
与
え
る
影
響
が
大

き
く
な

っ
て
森
林
の
公
益
的
機
能

の
発
揮
に
も
逆
行
す
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
大
規
模
林
道
事
業
の
継
続
が
不

可
欠
な
の
か
を
聞
い
て
い
る
の
に
対
し
、
そ
の

「
な
ぜ
」

に
は
ま

っ
た
く
答
え
て
い
な
い
。

時
代
の
変
化
で
古
く
な

っ
て
し
ま

っ
た
事
業
を
継
続
す

る
場
合
に
は
、
現
在
の
制
度
と
矛
盾
し
て
も
、
古

い
計
画

の
方
が
現
在
の
制
度
よ
り
合
理
的
で
あ
る
こ
と
を
立
証
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
、
こ
の
回
答
は

「
そ
の
受
益
の

範
囲
が
著
し
く
広

い
も
の
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
複

数
の
森
林
計
画
区
に
関
わ
る
場
合
が
あ
る
」
と
、
古
い
制

度

の
内
容
を
説
明
す
る
だ
け
で
、
そ
れ
が
流
域
管
理
シ
ス

テ
ム
よ
り
合
理
的
で
あ
る
と
す
る
根
拠
を
何
も
示
し
て
い

な
い
。

ω

道
有
林
を
貫
通
す
る
大
規
模
林
道
は
知
事

が

「
わ
れ

関
せ
ず

」

(質
問

の
要
旨
)

(
a
)

平
取

・え
り
も
線

の
う
ち
、様

似

.
え
り
も
区
間
」
は
延
長

一
四

・
一
キ
。
、
受

益
面
積

四

六
〇
〇
診

で
、
そ

の
全
域

一
〇
〇
%
が
道
有
林

で
あ

る
。

近
年

の
道
有
林

の
経
営

は

7
木
材
生
産

を
目
的

と
す
る
皆

伐

.
択
伐

を
廃
止
」

し

一
公
益
性
を
全

面
的

に
重
視
す
る

方
針

に
転
換
」

し
た
の
に
、
林

野
庁

の

「費
用

対
効
果
」

の
評
価

で
は
様
似

・え
り
も
区
間

の

「木
材
生
産

等
便
益
」

が
六
九
億
九
千
万
円
も
出
る
と

い
う
信
じ
が
た

い
数
値
と

な

っ
て

い
る

(図
2
)。

し
た
が

っ
て

「道
民

の
理
解
と
参

加
」
を
と
な
え

る
道
有
林
管

理
者

と
し

て
、

こ

の
算
出
根

拠

を
明
示
す

る
こ
と
。
(こ
の
質
問
は
類
似

の
も

の
、
関
連

す
る
も

の
を
含
め
五
回
を
通
じ

て
繰
り
返
さ
れ

た
。
)

(b
)

北
海

道
が
定

め
た

鞠
道
有
林

基
本
計

画
」

に
は

「幹
線
と
な
る
林
道

の
基
盤
整
備
は
終
了
し
た
」
と
明
記
さ

れ
て
い
る

の
で
、
も
う
道
有
林
内

に
は
大
規
模

林
道

は
必

要
な

い
は
ず

で
あ
る
。

そ
れ
な

の
に
、

な
ぜ
大

規
模
林
道

を
継
続
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
説
明
す
る
こ
と
。

(回
答
の
要
旨
)

(
a
)

(第

一
回
)
「費
用
対
効
果
分

析
に
つ
い
て
は
、
林
野
庁
が
算
定
し
た
も
の
で
す
。
」

(第
三
回
)
「
(費
用
対
効
果
分
析
は
)
北
海
道
が
自
ら
評

価
結
果
を
事
業
に
反
映
さ
せ
得

る
立
場
に
な
い
こ
と
か

ら
、
北
海
道
は
説
明
責
任
を
負

っ
て
い
ま
せ
ん
。
」

(第
五
回
)
「
二

〇
〇
%
が
道
有
林
内
の
大
規
模
林
道

で
そ
の
森
林
経
営
は
道
有
林
が
行
う
も
の
で
あ

っ
て
も
、

ま
た
道
費
負
担
金
を
支
出
し
て
い
て
も
、
費
用
対
効
果
分

析
の
算
定
根
拠
を
説
明
し
な
い
こ
と
は
)
『説
明
責
任
を
回

避
し
た
』
と
の
ご
指
摘
は
当
た
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
」(b
)

「
(道
有
林
基
本
計
画
は
)
道
有
林
の
計
画
的
か

つ
適
切
な
管
理
運
営
を
行
う
た
め
に
定
め
る
も
の
で
あ

り
、
道
有
林
の
区
域
に
と
ど
ま
ら
な
い
広
域
的
な
森
林
整

備

の
推
進
や
地
域
振
興
等
を
考
慮
し
た
路
網
整
備
の
あ
り

方
を
定
め
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
(し
た
が
っ
て
道
有

林
内
に
は
大
規
模
林
道
が
必
要
な

い
と
指
摘
す
る
こ
と
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様似 ・えりも区間の残工事分に関する

費用対効果分析結果

効果額
(百万円)

■木材生産等便益 6,997

1)生 産等経費縮減便益 4,282

2)利 用増進便益 13

3)生 産 確保 ・促進便益 2,701

■森林整備経費縮減等便益 763

1)造 林作業経費縮減便益 35

①歩行時間等経費縮減便益 0

②作業道作設経費縮減便益 35

2)治 山経費縮減便益 7

2)森 林管理等経費縮減便益 2

3)森 林整備促進便益 719

(1)水源 かん養便益 355

1)洪 水防止便益 201

2)流 域貯水便益 66

3)水 質浄化便益 88

(2)山地 保全便益 170

1)⊥ 砂流出防止便益 158

2).土 砂 崩壊防止便益 12

(3)環境 保全便益 !95

1)二 酸化炭素吸収便益 195

■一般交通便益 400

1)走 行時間短縮便益 291

2)走 行経費減少便益 109

■森林の総合利用便益 0

1)ア クセス短縮等便益 0

①アクセス時間短縮便益 0

①アクセス経費減少便益 0

2)ふ れあい機会創出便益 0

4)森 林副産物収入増大効果 0

■災害等軽減便益 10

ユ)災 害時迂回路等確保便益 10

2)防 火帯便益 0

3)災 害復旧経費削減効果 0

■維持管理費縮減便益 o

■山村環境整備便益 0

4)残 土用地利用効果 0

■その他の便益 36

1)通 行安全性向上効果 2!

2)環 境保全確保便益 15

3)森 林内施設管理経費縮減便益 0

4)ボ ランティア誘発便益 0

効果額計 8,206

■事業費 7,082

■維持管理費 115

費用計 7,197一
図2様 似 ・えりも区間の費用対効果分析結果

林野庁 による分析結果。費用が71億 円に対 し効果

は82億 円なので 「効果あ り」の結論。 しか し効果の

うち69億 円は 「木材生産を目的 とする皆伐 ・択伐 を

廃止」した道有林か らの 「木材生産等便益」。効果の

「水増 し」疑惑を指摘 された林野庁 は文書 を廃棄 し

た?



は
)
次
元
の
異
な
る
も
の
を
比
較
す
る
も
の
で
あ
り
、
当

を
得
な
い
も
の
と
考
え
ま
す
。
」

(
納
得
で
き
な
い
理
由
)

(
a
)

近
年
は
、
公
共
事
業

の
妥
当
性
を
判
断
す
る
ひ
と
つ
の
指
標
と
し
て
費
用
対
効

果
分
析
を
行
う
こ
と
が

一
般
化
し
て
い
る
。
様
似

・
え
り

も
区
間
の
分
析
は
林
野
庁
が
行

っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ

こ
で
木
材
が
ど
れ
だ
け
生
産
さ
れ
る
か
は
、
も

っ
ぱ
ら
道

有
林
の
経
営
内
容
に
関
わ
っ
て
く
る
。
し
た
が

っ
て
本
当

に
六
九
億
円
も
の

「木
材
生
産
等
便
益
」
が
出
る
か
否
か

を
検
証
し
、
誤
り
が
あ
れ
ば
林
野
庁
に
訂
正
を
求
め
、
ま

た
道
民
か
ら
質
問
が
あ
れ
ば
説
明
す
る
の
が
、
道
有
林
管

理
者
と
し
て
の
当
然
の
責
務
で
あ
る
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
知
事
は

「北
海
道
は
説
明
責
任

を
負

っ
て
い
ま
せ
ん
」
と
逃
げ

の
姿
勢
に
終
始
し
て
い
る
。

哨木
材
生
産
を
目
的
と
す
る
皆
伐
・択
伐
を
廃
止
」
し
た
道

有
林
か
ら
六
九
億
円
も
の
木
材
生
産
便
益

(木
材
売
上
金

で
は
な
く
木
材
輸
送
の
燃
料
費
軽
減
な
ど
)
が
出
る
と
い

う
数
字
は
、
費
用
対
効
果
で

「
効
果
」
を
大
き
く
見
せ
る

た
め
の

「
偽
装
」
と
疑
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

(b
)

道
有
林
の

「適
切
な
管
理
運
営
」
の
た
め
に
定

め
た
道
有
林
基
本
計
画
で

埆
幹
線
林
道

の
基
盤
整
備
は
終

了
」
と
し
な
が
ら
、
広
域
的
な
大
規
模
林
道
は
道
有
林
の

経
営
と

「
次
元
が
異
な
る
」
と
い
う
の
で
は
何
の
説
得
力

も
も
た
な
い
。
国
が
行
う
事
業
で
あ
れ
ば
、
道
有
林
内
の

森
林
が
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
も

(道
有
林
の
基
本
に
反

す
る
過
大
な
木
材
生
産
が
行
わ
れ
る
計
画
内
容
と
な

っ
て

い
て
も

剛次
元
が
異
な
る
」
か
ら
)
よ
い
と
し
て
、
道
有

林
賦
課
金
や
事
業
負
担
金
を
支
出
し
つ
づ
け
る
姿
勢

に

は
、
道
州
制
を
推
進
し

「国
と
勝
負
す
る
」
と
い
っ
た
知

事
の
独
自
性
は
み
じ
ん
も
感
じ
ら
れ
な
い
。

(
a
)
に
し
て
も

(b
)
に
し
て
も
、
北
海
道
は
林
野
庁

に
追
従
す
る
だ
け
で
あ
る
。

三

林
野
庁
は
費
用
対
効
果

の
文
書

を
廃
棄

し
た

以
上
の
よ
う
に
北
海
道
知
事
は
、
道
有
林
内

の
大
規
模

林
道
の
費
用
対
効
果
分
析
の
根
拠
を
説
明
す
る
こ
と
を
か

た
く
な
に
拒
み
続
け
て
い
る
。
そ
こ
で
私
た
ち
は
二
〇
〇

七
年
三
月
九
日
づ
け
で
林
野
庁
長
官
に
対
し
、
情
報
公
開

制
度
に
よ
る

「行
政
文
書
開
示
請
求
」
を
行

っ
た
。

と
こ
ろ
が
三
月
三
〇
日
づ
け
で
林
野
庁
長
官
か
ら

[行

政
文
書
不
開
示
決
定
通
知
書
」
が
送
ら
れ
て
き
た
。
そ
こ

に
は
、
平
取

・
え
り
も
線
の
木
材
生
産
等
便
益
の
積
算
に

関
す
る
資
料

に
つ
い
て
は
、
農
林
水
産
省
の
行
政
文
書
管

理
規
則
の

「行
政
文
書
保
存
期
間
基
準
に
お
け
る

『随
時

発
生
し
、
短
期

に
廃
棄
す
る
も
の
』
に
該
当
す
る
も
の
と

し
て
既
に
廃
棄
し
て
お
り
、
対
象
文
書
を
保
有
し
て
い
な

い
の
で
、
不
開
示
と
し
た
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
信
じ
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ

の
費
用
対
効
果
分
析
は

「林
野
公
共
事
業
の
事
業
評
価
実

施
要
領
」
に
基
づ
き
、
五
年
ご
と
に
、
定
期
的

に
必
ず
発

生
す
る
も
の
で
、
決
し
て

「随
時
発
生
す
る
も
の
」
で
は

な
い
。
ま
た
こ
の

「
要
領
」
に
従
え
ば
、
森
林

・
林
業
情

勢
や
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
な
ど
を
五
年
ご
と
に
点
検
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
次
回
の
再
評

価
に
備
え
て
少

な
く
と
も
五
年
以
上
保
存
す
べ
き
も

の

で
、
絶
対
に

【短
期
に
廃
棄
す
る
も
の
」
に
該
当
し
な
い
。

こ
の
文
書
が
廃
棄
さ
れ
た
と
い
う
の
は
、
費
用
対
効
果

の
積
算
根
拠
が
ず
さ
ん
な
た
め
公
表
す
る
わ
け
に
い
か
な

い
の
で
、
情
報
公
開
を
回
避
す
る
た
め
の

「
偽
装
廃
棄
」

の
疑
い
を
払
拭
で
き
な
い
。

そ
こ
で
五
月

一
八
日
づ
け
で
北
海
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
加

盟
団
体
名
に
よ
り
、
農
林
水
産
大
臣
お
よ
び
林
野
庁
長
官

に
対
し
て
、
「
緑
資
源
幹
線
林
道
に
関
す
る
行
政
文
書
不
開

示
決
定

に
対

す
る
抗
議

お
よ
び
質
問
書
」
を
提
出

し
た
。

こ
こ
で
は
文
書

を
廃
棄
し
た
こ
と
に
対
し
厳
重
に
抗
議
す

る
と
と
も

に
、
仮

に
文
書
が
廃
棄

さ
れ
た
と
し
て
も
、
現

に
執
行
中

の
事
業
な

の
で
林

野
庁

の
「評
価

マ
ニ
ュ
ア
ル
」

の
内
容

に
沿

っ
て
、
ど

の
よ
う

な
森
林
施
業

に
基
づ
き
、

ど
の
伐
採
現
場

で
、
ど

の
よ
う

な
木
材
が
ど
れ
だ
け
産
出

さ
れ
、

そ
れ
を
ど
の
場
所

の
流
通

・
加
工
施
設
に
運
搬
す

る
と
、

ど
れ
だ
け
の
木
材
生
産
等
便
益
と
な
る
の
か
、
再

計

算

が
可
能

な

の

で
再
計

算
し
、
そ

の
算
出
根
拠

を

明

確

・
具
体
的

に
説
明
す
る
よ
う

に
求

め
た
。

な
お
五
月

一
八
日
は
、
大
規
模
林
道
問
題
全
国
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
の
河

野
昭

一
代
表
が
林

野
庁
幹
部
と
話

し
合

い
で

き
る
日
程
調
整
が

つ
い
た

の
で
、
北
海
道
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク

か
ら

は
寺

島

一
男
代
表

と
市

川
利
美

事
務

局
次
長

が
上

京
、

こ

の
抗
議

・
質
問
書
を
林

野
庁
幹
部

に
直
接

に
説
明

し
て
手
渡

し
た
。

ま
た
北
海
道

ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
も
加
盟
し

て

い
る
全

国
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、

五
月

一
八
日

に

「
独
立

行
政
法
人

・
緑
資
源
機
構

の
解
体

を
求

め
る
声
明
」
を
公

表

し
、
北
海
道

ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
は

隔北
海
道

に
お
け
る
緑

資

源
幹
線
林
道

の
即
時
廃
止
を
」

を
公
表
し

て
緑
資
源
幹

線
林
道

の
問
題
点

を
ア
ピ
ー

ル
し
た
。

ち
な
み

に
二
〇
〇

八
年

一
月
末
現
在
、
林
野
庁

か
ら

の

回
答

(再
計
算

の
結
果
)
は
な
し

の
つ
ぶ
て
で
あ
る
。

四

緑
資
源
機
構
を
め
ぐ
る
政
官
業
の
癒
着

の
構
造

先
に
記
し
た
よ
う
に
、
北
海
道
知
事
か
ら
の
五
回
目
の

文
書
回
答
は
二
〇
〇
七
年
五
月
二
五
日
づ
け
だ

っ
た
。
知

事
は
こ
の
回
答
で
、
あ
い
か
わ
ら
ず
説
明
責
任
を
回
避
し

な
が
ら
、
緑
資
源
幹
線
林
道
の
事
業
継
続

の
必
要
性
を
強

調
し
た
。
と
こ
ろ
が
五
月
二
五
日
と
い
う
ま
さ
に
そ
の
日
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の
各
新
聞

に
は
、
緑
資
源
機
構

の
腐
敗

ぶ
り
が
大
き
く
報

じ
ら
れ
て

い
た
。
例
え
ば
北
海
道
新
聞

に
は
噛
林
道
談
合
/

緑
資
源
理
事
ら

6
人
逮
捕
/
独
禁
法
違
反

・
天
下
り
介
し

癒
着
」
と
い
う
大
き
な
見
出
し
が
あ
り
、
噛
緑
資

源
機
構
/

不
正

の
温
床
そ

の
も
の
だ
」
と
題
す

る
社
説
が
掲
載

さ
れ

て
い
た
。

当
時

の
こ
と
を
『週
刊
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
』

(六
月

二
三
日

号
、
特
集

・
天
下
り
全
デ
ー
タ
)

の
記
述

に
よ

っ
て
ふ
り

か
え

っ
て
み
よ
う
。

緑
資

源
機
構

(以
下
、
緑
資

源
)

の
前
身
は
、

一

九

五
六
年

に
近
畿
と
四
国

の
山
林
開
発
を
目
的

に
設

立

さ
れ
た
特
殊
法
人

・
森
林
開
発
公
団

で
あ
る
。
だ

が
、
山
林
開
発
は
六
〇
年
代

に
完

了
し
、
公
団
の
存

在
理
由
が
な
く
な

っ
て
し
ま

っ
た
。
そ

こ
で
、
天
下

り
先
を
失

い
た
く
な
い
農
水
省

と
林
野
庁

は
六
九
年

の

一新
全
国
総
合
開
発
計
画
」
に
基
づ
き
、
「大
規
模

林
業
圏
開

発
計
画
」
を
ぶ
ち
上
げ

た
。
全
国

に
七

つ

の
大
規
模
林
業
圏
を
設
け
、

二
九
路
線
、

二
八
○
○

キ
。
に
わ
た
る
大
規
模
林
道

を
建
設

し
よ
う

と
い
う
も

の
だ
。
…

(そ
の
後

は
日
本

の
林
業

が
低
迷

し

て

い
る
が

一
九
九

八
年
ま

で
に
)
林
道
建
設

に
投
じ
ら
れ
た
資

金
は
金
利
ま

で
含

め
る
と
じ

つ
に

一
兆
円

に
達

し
て

い
た
。
存
在
理
由

の
な
く
な

っ
た
森
林
開
発
公
団
は

そ
れ
で
も
廃

止
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
九
九
年

に
は
農

用
地
整
備

公
団
と
統
合
し

て
生
き
長
ら
え
、
林
道
建

設

に
ま

い
進

し
続
け
た
。

…
緑
資

源
の
発
注
先
企
業

に
は
、
敬
馬
く
な
か
れ
二

一
九
人

も
の
林
野
庁
O
B
が
天
下

っ
て
お
り
、
彼
ら

を
食

わ
せ

る
た

め
に
談
合

で
仕

事

を
回

す
し

か
な

か

っ
た
。

:
・と
こ
ろ
で
、
天
下

り
O
B
は
事
業
発
注
先

の
企

業

だ

け

に

い
る

の

で

は

な

い
。
当

の
緑
資
源

の
理
事
長

ポ

ス
ト
が
、
歴
代

の
林
野
庁

長

官

の
天

下

り

指

定

席

と

な

っ
て
お
り
、
合
計

で
は

一

三
人
も
の
天
下
り
幹

部
が

い

る
。…
林
野
庁

か
ら
緑
資

源
に

は
年

間

六

一
九

億

円

も

の

「税
金
」
が
流

れ
こ
む
。

そ
の

税
金
を
使

っ
て
、
同

じ
天
下

り
官
僚
を
食

わ
せ
る
た
め
に

仕
事
を
発
注
し
、

そ
の

一
部

が
政
治
家

に
還
流
す

る
仕
組

み
に
な

っ
て
い
た
わ
け
だ
。

天
下
り
を
介
し
た
政
官

業
の
癒
着
が
生
ん
だ
腐
敗
構
造
の
根
は
あ
ま
り
に
も

深
い
。

そ
の
政
治
家

へ
の
還
流
は
、
幽
緑
資
源
談
合
強
制
調
査

先
/
松
岡
農
水
相
に
献
金
」
と
い
う
新
聞
見
出
し

(北
海

道
新
聞
、
四
月

一
九
日
)
か
ら
も
、
そ
の

一
端
が
う
か
が

わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
そ
れ
か
ら
間
も
な
く
、
驚
く
べ
き
方

向
に
事
態
が
進
展
し
た
。
幽松
岡
農
水
相
自
殺
/
議
員
宿
舎

で
首

つ
る
/
政
治
献
金
強

い
批
判
/
安
倍
政
権
に
打
撃
」

(北
海
道
新
聞
、
五
月
二
八
日
夕
刊
)、
[
緑
資
源
機
構
/
旧

公
団
の
理
事
自
殺
/
談
合
疑
惑
・東
京
地
検
が
前
日
聴
取
」

(北
海
道
新
聞
、
五
月
二
九
日
)
と
い
う
衝
撃
的
な
事
件
が

つ
づ
い
た
の
で
あ
る

(図
3
)
。

五

緑
資
源
機
構

は
廃

止
、

県
事
業

に

林
道
は
都
道
府

現
職
の
農
林
水
産
大
臣
が
自
ら
命
を
断

つ
と
い
う
異
例

ロ

る

獅懲
縄

明際繍
図

の
事
態
を
受
け
て
、
政
府

の
規
制
改
革
会
議
は
五
月
三
〇

日
の
第

一
次
中
問
答
申
で
、
「
(緑
資
源
機
構
は
)
現
在
着

工
し
て
い
る
路
線
の
工
事
が
終
了
し
た
時
点
で
事
業
の
廃

止
」
を
う
ち
だ
し
、
当
時
の
安
倍
首
相
も

「
(緑
資
源
機
構

は
)
新
規
事
業
を
凍
結
し
、
着
⊥
済
み
の
工
事
が
完
了
し

た
時
点
で
廃
止
」
の
方
針
を
明
ら
か
に
し
た
。

し
か
し
こ
れ
で
は
何
の
解
決
に
も
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な

ら
緑
資
源
幹
線
林
道
は
す
べ
て
の
路
線
が
[現
在
着
工
中
」

な
の
で
、
そ
れ
が
終
了
し
た
し
た
時
点
で
機
構
を
廃
止
し

て
も
意
味
が
な
い
。
問
題
な
の
は

「現
在
着
工
中
」
の
も

の
で
、
そ
れ
が
無
駄
な
公
共
事
業
で
あ
り
、
自
然
を
破
壊

し
つ
づ
け
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
こ
で
大
規
模
林
道
問
題
全
国
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
は
同
じ

五
月
三
〇
日
、
内
閣
総
理
大
臣
あ
て
に
「独
立
行
政
法
人
・

緑
資
源
機
構
の
解
体
を
求
め
る
要
望
書
」
を
緊
急
に
提
出
、

北
海
道
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
は
同
じ
五
月
三
〇
日
に

「北
海
道

緑
資
源
幹
線
林
道
の
即
時
中
止
と
緑
資
源
機
構

の
解
体
を

求
め
る
声
明
」
を
農
林
水
産
大
臣
、
環
境
大
臣
、
林
野
庁
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長
官
、
規
制
改
革
会
議
、
北
海
道
知
事
あ
て
に
提
出
し
た
。

こ
の
緑
資
源
機
構
と
緑
資
源
幹
線
林
道
を
今
後
ど
う
す

べ
き
か
は
、
農
林
水
産
省
が
設
け
た
第
三
者
委
員
会
の
意

見
を
聴
い
て
農
林
水
産
省
が
六
月
下
旬
こ
ろ
に
方
向
を
出

す
こ
と
に
な

っ
て
い
る
が
、
論
議
は
後
向
き
と
の
情
報
が

入

っ
た
の
で
、
北
海
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
全
国
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
と
協
調
し
て
、
六
月
二
二
日
、
「緑
資
源
幹
線
林
道

の
着
工
済
み
区
間

の
即
時
中
止
を
求
め
る
声
明
」
お
よ
び

一緑
資
源
機
構
談
合
等
の
再
発
防
止
の
た
め
の
第
三
者
委

員
会
の
解
散
及
び
緑
資
源
幹
線
林
道
事
業

の
即
時
中
止
を

求
め
る
要
望
書
」
を
内
閣
総
理
大
臣
、
農
林
水
産
大
臣
、

林
野
庁
長
官
、
緑
資
源
機
構
理
事
長
、
規
制
改
革
会
議
、

北
海
道
知
事
あ
て
に
緊
急
提
出
し
た
。

六
月
二
五
日
の
北
海
道
新
聞
は
つ
ぎ

の
よ
う
に
伝
え
て

い
る
。
農
水
省
は
二
十
四
日
、
林
道
整
備
を
め
ぐ
る
官
製

談
合
事
件
で
元
理
事
ら
二
人
が
起
訴
さ
れ
た
同
省
所

管

の
独
立
行
政
法
人

「
緑
資
源
機
構
」
を
二
〇
〇
七

年
度
限
り
で
廃
止
し
、
同
機
構

の
主
要
業
務
の
大
規

模
林
道
事
業
を
○
八
年
度
か
ら
都
道
府
県
に
移
管
す

る
方
針
を
固
め
た
。

…
緑
資
源
機
構
に
つ
い
て
は
、
赤
城
徳
彦
農
水
相

が
廃
止
の
方
向
で
の
検
討
を
表
明
。
同
省
内
で
継
続

す
る
事
業
の
取
り
扱
い
な
ど
具
体
的
な
対
応
策
を
協

議
し
て
い
た
。
参
院
選
を
前
に
、
談
合
の
舞
台
と
な

っ

た
同
機
構
の
処
分
決
定
を
急
ぐ
必
要
が
あ
る
と
判
断

し
た
と
み
ら
れ
る
。

緑
資
源
幹
線
林
道
は
大
き
な
曲
が
り
角
に
達
し
た
の
で

あ
る
。

六

北
海
道

の
「
山

の
み
ち
」
事
業
は

い
ら
な

い
緑
資
源
機
構
を
二
〇
〇
八
年
三
月
ま
で
に
廃
止
し
、
緑

資
源
幹
線
林
道
事
業
を
都
道
府
県
に
移
管
す
る
こ
と
を
決

め
た
農
林
水
産
省
は
、
二
〇
〇
八
年
度
の
予
算
要
求
に
職山

の
み
ち
地
域
づ
く
り
交
付
金
」
と
し
て
六
〇
億
円
を
盛
り

込
ん
だ
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。
し
か
し
私
た
ち
は
、

緑
資
源
幹
線
林
道
は
旧
森
林
開
発
公
団
の
大
規
模
林
道
が

看
板
を
掛
け
替
え
た
だ
け
の
、
ま

っ
た
く
整
備
の
意
義
を

失

っ
た
公
共
事
業
で
あ
り
、
奥
山
の
自
然
環
境
を
破
壊
し

生
物
多
様
性
を
減
衰
さ
せ
る
無
用
な
林
道
な
の
で
、
即
時

中
止
を
求
め
つ
づ
け
て
き
た
。
し
た
が

っ
て
都
道
府
県
に

こ
れ
を
継
承
さ
せ
る
こ
と
に
承
服
で
き
な
い
。

そ
こ
で
大
規
模
林
道
問
題
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
九
月

二
八
口
、
全
国
か
ら
集
ま

っ
た
メ
ン
バ
ー

(北
海
道
か
ら

は
市
川
利
美
事
務
局
次
長
が
出
席
)
が
財
務
省
と
総
務
省

を
訪
れ
、
大
臣
あ
て
の
「
『山

の
み
ち
地
域
づ
く
り
交
付
金
』

の
予
算
措
置
を
さ
れ
な
い
こ
と
を
求
め
る
申
入
書
」
を
提

出
し
た
。
財
務
省
の
担
当
官
は

「予
算
を

つ
け
る
な
と
い

う
陳
情
は
初
め
て
」
と
珍
し
が

っ
て
話
を
聞
い
て
く
れ
た

と
い
う
。

ま
た
北
海
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
は
、
万

一
に
も
[山

の
み
ち
」
の
予
算
が
つ
い
た
と
き
に
備
え
、
あ
ら
か
じ
め

北
海
道
知
事
に
対
し
て

一
北
海
道

に
お
け
る

『
山
の
み
ち
』

(緑
資
源
幹
線
林
道
)
整
備
事
業
か
ら
撤
退
を
求
め
る
申
入

書
」
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
、
事
前
連
絡
の
う

え

一
〇
月
二
六
日
に
北
海
道
水
産
林
務
部
を
訪
れ
、
知
事

あ
て
の
申
入
書
を
提
出
し
、
そ
れ
に
対
す
る
知
事
の
見
解

を
回
答
す
る
よ
う
に
求
め
た
。

水
産
林
務
部
の
幹
部
も
、
二
〇
〇
七
年
五
月
以
降
の
緑

資
源
機
構
の

「
事
件
」
お
よ
び

「山
の
み
ち
」
事
業
の
急

浮
上

は
予
想
外

の
こ
と
で
戸
惑

い
が
あ
り
、
ま
た

二
〇
〇

五
年

八
月
以
降

の
北
海
道
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
と
知
事
と

の
五

回
に
お
よ
ぶ
質
疑
応
答

の
経
過
を
踏
ま
え

て
も
、
北
海
道

が

「
山

の
み
ち
」
事
業
を
簡
単

に
受
け
る
わ
け

に
は

い
か

な

い
こ
と
を
自
覚

し
て
い
る
よ
う

で
、
私
た
ち

の
申

入
書

に

一
定

の
理
解

を
示
し
て
く
れ
た
。

す
な
わ
ち
、
今
後

は
北
海
道

が
事
業
主
体
と
な
る
の
で

道
民

に
対

す
る
説
明
責
任
が
あ
る
。
し
た
が

っ
て
二
〇
〇

八
年
度
は

「山

の
み
ち
」

の
補
助

事
業
を
受
け
る
こ
と
な

く
、

二
〇
〇

八
年
度
中

に
事
業

の
必
要
性
、
有
効
性
、
効

率
性

の
観
点

か
ら
の
評
価
、
現
地

の
環
境
調
査
、
地
元
市

町
村

の
意
向
調
査
、
費
用
負
担

な
ど
を
慎
重
に
検
討

す
る

方
針

で
あ
る
こ
と
を
初
め

て
明
ら
か
に
し
た
。
翌

日
、

一

〇
月

二
七
日
の
北
海
道
新
聞
は
、
{緑
資
源
機
構
廃
止

で
移

管
/
道
、
林
道
建
設
見
送
り
/
来
年
度

・
一
部
中
止
も
視

野

に
検
討
」

と

い
う
見
出
し

で
、
こ
の
こ
と
を
報

じ
て
い

る

(図
4
)
。

な

お
同
様
趣
旨

の
文
書
回
答

(水
産
林
務

部
林
務
局
長

名
)
は

一
一
月

一
六
日
づ
け

で
送
付

さ
れ

て
き
た
。

た
だ

し

こ
の
文
書

に
よ
れ
ば
、

口
頭
説

明
の
「
事
業

の
必
要
性
、

有
効
性
、
効
率
性

の
観
点
か
ら

の
評
価
」
と

い

っ
た
部
分

は
、
「区
間
ご

と
の
必
要
性

・
有
効
性

・
効
率
性

と

い
っ
た

幅
広

い
視
点

か
ら

の
事
業
評
価
」
に
変
わ

っ
て

い
た
。
「
事

業

の
必
要
性

…
」

と

「
区
間
ご

と
の
必
要
性

…
」

と
い
う

の
は
次
項

で
説
明
す

る
よ
う

に
大

き
く
意
味

が
異

な

っ
て

お
り
、
今
後

の
重
要
な
争
点
と
な
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
、

い
ず
れ

に
し

て
も
緑
資
源
幹
線
林
道

は

「
中

止
」

の
正
念
場
を
迎
え
た

の
で
あ
る
。
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(第3種郵便物認可)

緑
資
源
機
構
廃
止
で
移
管

来
年
度

一
部
中
止
も
視
野
に
検
討

独
立
行
政
法
人

「緑
資
源
機
構
」
の
本
年
度
末
廃
止
に
伴
い
、
道
が
来
年
度
引
き
継
ぐ
大
規
模
林
道
事
業
に
つ

い
て
、
道
は
二
十
六
日
、
来
年
度
は
建
設
工
事
を
実
施
せ
ず
、
計
画
の
見
直
し
や
一
部
中
止
を
視
野
に
、
希
少
動

物
の
生
息
実
態
な
ど
の
調
査
を
行
う
方
針
を
決
め
た
。
工
事
続
行
の
場
合
に
道
の
費
用
負
担
が
百
億
円
以
上
の
巨

額
に
な
る
こ
と
か
ら
、
道
は

「費
用
負
担
の
あ
り
方
や
事
業
の
必
要
性
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
」

(水
産
林
務

部
森
林
計
画
課
)
と
し
て
い
る
。

同
事
業
は

一九
七
九
年
か

ら
二
〇
一
五
年
ま
で
に
道
内

三
路
線
(平
取
・え
り
も
線
、

置
戸
・
阿
寒
線
、
滝
雄

・
厚

和
線
)
計
二
百
ヂ
を
建
設
す

る
計
画
。
事
業
費
九
百
三
十

八
億
円
で
、
道
の
負
担
は
百

七
+
一
億
円
。

道
は
す
で
に
六
十
六
億
円

を
負
担
し
、
工
事
は
全
体
の

45
・
4
%
を
終
了
。
昨
年
度

末
時
点
で
、
三
路
線
十

一
区

間
の
う
ち
三
区
間
は
す
で
に

利
用
を
開
始
し
て
い
る
。

し
か
し
、
同
事
業
に
対
し

て
は
、
建
設
予
定
地
周
辺
に

シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
や
ナ
キ
ウ
サ

ギ
な
ど
の
希
少
動
物
が
生
息

し
て
い
る
と
し
て
、
自
然
保

護
団
体
で
つ
く
る

「
大
規
模

の予定路線の
林
道
問
題
北
海
道
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
」

(
寺
島

一
男
代
表
)

が
工
事
の
中
止
を
求
め
て
い

る
。
来
年
度
の
調
査
で
は
、

希
少
種
生
息
の
実
態
や
地
形

に
つ
い
て
詳
し
く
調
べ
る
ほ

か
、
地
元
市
町
村
の
意
見
な

ど
を
聴
く
予
定
。
道
は
そ
れ

ら
を
踏
ま
え
て
工
事
を
続
行

す
る
か
否
か
を
来
年
度
中
に

判
断
す
る
考
え
だ
。

道
に
対
し
同
日
、
あ
ら
た

め
て
工
事
中
止
を
申
し
入
れ

た
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
寺
島

代
表
は

二

か
ら
調
べ
る
と

い
う
道
の
姿
勢
は
評
価
で
き

る
。
調
査
手
法
の
決
定
や
現

地
調
査
は
こ
れ
ま
で
調
査
し

て
き
た
私
た
ち
を
交
え
て
行

っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
た
。

「山のみち」 となって も北海道 は簡単に補助

を受 けられず 「見送 り」

(2007年10月27日 、 北海道新聞)

図4

七

北
海

道

に
課

せ

ら
れ

た

○

八
年

度

の

「
宿
題
」

以
上

の
よ
う

に
大
規
模
林
道
は
、
緑
資
源
幹
線
林
道
、

山

の
み
ち
、

と

つ
ぎ

つ
ぎ

に
看
板

を
掛
け
替
え

て
存
続

・

継
続
を
図

ろ
う
と
し

て
き
た
。
し
か
し

二
〇
〇

八
年
度
は

い
ま
ま
で
と
異
な

っ
て
北
海
道
が
事
業
主
体

と
な
り
説
明

責
任
を
負
う

こ
と
に
な

る
か
ら
、
知
事

は
道
民

の
理
解

を

得
る
た
め
に
も
、

て
い
ね

い
な
事
業
評
価
を
行
わ
な
け
れ

ば

な
ら
な

い
。

そ

の
評
価

に
際
し

て
北
海
道

に
課

せ
ら
れ
た

「
宿
題
」

を

い
く

つ
か
記
し

て
み
た

い
。
た
だ
し

こ
れ

は
ま
だ
組
織

と
し

て
論
議
し
た

わ
け

で
は
な
く
、
俵

の
個
人
的
見
解

で

あ
る

こ
と
を
お
断
わ
り
し

て
お
く
。

ω

大
規
模
林
業
圏

の
有
名
無
実
を
認
め
る
べ
き

二
〇
〇
七
年

一
一
月

一
六
日
づ
け
文
書
回
答
に
よ
る
、

「
区
間
ご
と
の
必
要
性

・
有
効
性

・
効
率
性
と
い
っ
た
幅
広

い
視
点

か
ら

の
事

業
評
価

」

と
い
う

方
法

に

は
致
命
的

欠
陥

が
あ

る
。
な

ぜ

な
ら

頻区
間
ご

と
」

と

い
う
細
切

れ
評
価

で
は
、
全

体
像

に
対
す

る
評

価

が
欠

落
す

る
か

ら
で
あ

る
。

そ
も

そ
も

「
山

の
み
ち
」

は
、

一

七
六
万
診

の

「
北

海
道

山
地
」
に
「
高

生
産
性
林
業
の
確
立
」
を
め
ざ
す
幹
線
林
道
と
し
て
計
画

さ
れ
た
大
規
模
林
道
を
継
承
す
る
も
の
で
あ
る
。
前
記
の

{北
海
道
知
事

か
ら
の
回
答
の
問
題
点
」
で
記
し
た
よ
う

に
、
知
事
は

噛
大
規
模
林
業
圏
開
発
計
画
は
、
…
現
在
も

そ
の
基
本
的
な
考
え
方
は
否
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、

今
後
と
も
継
続
し
て
事
業
が
実
施
さ
れ
る
べ
き
も
の
」
と

回
答
し
た
。
し
か
し

,区
間
ご
と
の
必
要
性
…
」
を
い
く

ら
評
価
し
て
も
、
大
規
模
林
業
圏
開
発
計
画
の
全
体
像
に

は
結
び

つ
か
な
い
。

し
た
が

っ
て
知
事
は

「
山
の
み
ち
」
を
整
備
す
れ
ば
、

大
規
模
林
業
圏
開
発
の

「
基
本
的
な
考
え
方
」
に
示
さ
れ

た
、
(平
成
大
合
併
前
の
)
一
市
三
三
町
三
村
に
お
よ
ぶ

一

七
六
万
診
の

「
北
海
道
山
地
」
に
対
し
て
、
[山
の
み
ち
」

(お
よ
び
大
規
模
林
道
)
か
ら
派
生
す
る
中
核
林
道
、
支
線

林
道
、
作
業
道
な
ど
の
林
道
網
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
し
、造
林
地
が
ど
こ
で
ど
れ
だ
け
増
え
[
高

生
産
性
林
業
の
確
立
」
が
ど
う
実
現
で
き
る
の
か
、
「
北
海

道
山
地
」
で
は
そ
れ
以
外
の
森
林
地
域
に
比
べ
、
一森
林
整

備
や
林
業
の
振
興
、
さ
ら
に
は
地
域
振
興
」
が
ど
れ
だ
け

プ
ラ
ス
と
な
る
の
か
、
抽
象
的
な
言
葉
で
な
く
、
具
体
的

な
数
値
を
示
し
て
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
こ
の
立
証
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
大

規
模
林
道
が
立
案
さ
れ
た
当
時
は
、
拡
大
造
林
の

埆
右
肩

上
が
り
」
が
前
提
と
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
の
林
業
は

噛右
肩
下
が
り
」
に
低
迷
を
つ
づ
け
て
お
り
、
拡
大
造
林
も

否
定
さ
れ
、
木
材
生
産
を
重
視
す
る
林
業
政
策
は
、
環
境

保
全
な
ど
森
林
の
公
益
的
機
能
を
重
視
す
る
森
林

・
林
業

政
策

に
大
転
換
し
た
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
大
規
模
林

業
圏
開
発
計
画
は
有
名
無
実
と
な
っ
て
、
事
実
上
消
滅
し

た
の
で
あ
る
。

環
境
保
全
を
重
視
す
る
森
林

・
林
業
政
策
で
は
、
大
規

模
林
道
を
必
要
と
し
な
い
。
現
在
の
森
林

・
林
業
政
策
で

は
以
下
の
㈲
で
説
明
す
る
よ
う
に
一流
域
管
理
シ
ス
テ
ム
」

が
導
入
さ
れ
て
お
り
、
森
林
法
が
定
め
る
森
林
計
画
区
も

流
域
単
位

(北
海
道
で
は

=
二
森
林
計
画
区
)
と
な

っ
て

い
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず

「北
海
道
知
事
か
ら
の
回
答
の

問
題
点
」
で
記
し
た
よ
う
に
、
知
事
は

「
(緑
資
源
幹
線
林

道
は
)
受
益
の
範
囲
が
著
し
く
広
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
複
数
の
森
林
計
画
区
が
関
わ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
」
と
、
大
規
模
林
業
圏
開
発
計
画
を
肯
定
し
て
回
答

し
た
。
し
た
が

っ
て
知
事
は
、
流
域
を
越
え
る

一
山
の
み

ち
」
の
方
が
、
「流
域
管
理
シ
ス
テ
ム
」
よ
り
合
理
的
で
適

正
で
あ
る
こ
と
も
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
こ
の
立
証
も
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
森

林
法

の
規
定
だ
け
で
な
く
、
内森
林
・林
業
基
本
計
画
」
で

も
、
ま
た
北
海
道
知
事
と
北
海
道
森
林
管
理
局
長
が
二
〇

〇
二
年
に
締
結
し
た

一
北
海
道
の
森
林
づ
く
り
に
関
す
る

覚
書
」
に
も

「
流
域
を
単
位
と
し
た
」
森
林
づ
く
り
が
明

記
さ
れ
て
お
り
、
知
事
は
そ
れ
を
尊
重
す
る
の
が
当
然
だ
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か
ら
で
あ
る
。

さ
ら

に
以
下

の
②
㈹

に
記

す
よ
う

に
、
流

域
を
越

え
る

(稜
線
を
越
え

る
)
林
道

は
自
然
破
壊
を
も

た
ら
す
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
林
業
を
振
興

す
る
た
め
は
流

域
を
越

え
る
林
道
を
必
要

と
し
な

い
か
ら
で
あ

る
。

こ

の
よ
う
に
、
知
事
が

い
く
ら
大
規
模
林
業
圏
開
発
計

画
は

一否
定

さ
れ
る
も

の
で
は
な
く
、
今
後

と
も
継
続
」

が
必
要

と

い

っ
て
も
、
大
規
模
林
業
圏
開
発
計
画

は

門
時

代

の
変
化

」
に
よ
り
、
事
実
上
消
滅

し
有
名
無
実

と
な

っ

て
い
る
客
観
的
事
実
を
、
知
事
は
素
直

に
認

め
な
く

て
は

な
ら
な

い
。

こ
れ
ま
で
の
北
海
道

は
林
野
庁

(緑
資
源
機
構
)

か
ら

の
補
助
事
業

を
受

け
て
事
業
を
継
続
中
だ

っ
た
か
ら
、
「
否

定
さ
れ
る
も

の
で
は
な
く
、
今
後
と
も
継
続
」

と
答
え
ざ

る
を
得
な
か

っ
た
か
も
知

れ
な

い
が
、
今
後

は
自

ら
が
事

業
主
体
と
な

っ
て
執
行

す
る
の
だ

か
ら
、
事
業

の
原
点

に

立
ち
返

っ
て
冷
静

に
、
抜
本
的
な
見
直

し
を
行

わ
な
く

て

は
な
ら
な

い
。
た
だ
し

一
一
月

一
六
日
づ
け
文
書

回
答

に

よ
る

[
区
間
ご
と
の
必
要
性

・
有
効
性

・
効
率
性

と

い
っ

た
幅
広

い
視
点
か
ら
の
事
業
評
価
」
と

い
う
方
法

は
、
総

論
が
欠
落
し

て
、
ま
た
な
ぜ

か

「妥
当
性
」
が
欠
落

し
て
、

「区
間
ご
と
」
の
各
論
だ

け
が
ひ
と
り
歩

き
す
る
、

き
わ
め

て
不
合
理
な
評
価
方
法

で
あ

る
。

し
た
が

っ
て
知
事

は
、

ま
ず
総
論

で
大
規
模
林
業
圏
開

発
計
画
が
事
実
上
消
滅

し
た
事
実
を
率
直

に
認

め
、

そ
の

継
続

に
は

「妥
当
性
」
が
な

い
こ
と
を
確

認
し
た
う
え
で
、

各
論

と
し
て
の

噛
区
間
ご

と
の
必
要
性
…
」

の
評
価

は
、

す
で
に
完
成
し
た
、
あ
る

い
は
工
事
が
相
当

程
度

に
進
行

し
た
部
分

の

「
終
戦
処

理
」
と
し
て
、
ど

の
よ
う
に
既
存

の
国
道
、
道
道
な
ど
と
連
携

さ
せ
る
か
を
検

討
す

べ
き
で

あ
る
。

ω

「
山

の
み

ち
」

は
公

益
的

機

能
を

阻
害

「
山

の
み
ち
」
は
長
年

に
わ
た

っ
て
工
事

が

つ
づ
け
ら
れ

て
き
た
大
規
模
林
道
、
緑
資
源
幹
線
林
道

を
引

き
継
ぐ
も

の
で
あ
る
が
、

こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば

な
ら

な

い
こ
と

が
あ
る
。

ま
ず
事
業

の
原
点
と
な

っ
た
旧
森
林
開
発
公

団
法
を
見

て
み
よ
う
。
そ
の
第

一
条

に
は
森
林
開

発
公
団

の
目
的

が
、

「
地
勢
等

の
地
理
的
条
件
が
き
わ
め
て
悪
く
、
か

つ
、
豊
富

な
森
林
資
源

の
開
発
が
十
分
に
行

わ
れ
て
い
な

い
特
定
地

域
内

の
森
林
を
急
速

か
つ
計
画
的

に
開
発
す
る

た
め

に
必

要

な
林
道

の
開
設
、
改
良

…
」

と
定

め
ら

れ
て
お
り
、

そ

の

「特
定
地
域
」
が
大
規
模
林
業
圏

で
あ
り

噛林

道

」
が

大
規
模
林
道
な

の
で
あ
る
。

「北
海
道
山
地
」
で
も

噛地
勢
等

の
地
理
的
条

件
が
き
わ

め
て
悪

い
」
地
域
を
、
山
越

え
谷
越

え
、

ま
た

山
越

え
谷

越

え
し
な
が
ら
、
延

々
と
六
〇
～

七
〇
キ
。
を
上

回
る
長
大

な
林
道

が
計
画

さ
れ
て
い
る
。

そ
の
着

工
以
来

の
、
実
際

の
林
道

工
事

は
ど
の
よ
う
な
順
序

で
進

め
ら
れ

た
だ
ろ
う

か
。
当
然

の
こ
と
と
し

て
、
そ
れ
は
里

に
近

い
平
坦
地

か

ら
始

ま
り
、
山
裾

に
達
し
、
中
腹

に
登

り
、
谷

が
深
く
な

り
、

や
が
て
稜
線

に
近
づ
く
と

い
う
順
序

で
あ

る
。

そ
し

て
現
実

に

【山

の
み
ち
」
と
し

て
残

さ
れ
た

の
は
、

ほ
と

ん
ど
中
腹

か
ら
山
稜

へ
か
け
て
の
部
分
だ
け

で
あ
る
。

具
体
的

に
記

そ
う
。
ま
ず
進
捗
率
が
す

で
に
八
三
%

に

達

し
て

い
る
滝
雄

・厚
和
線

の

「残

り
」
は
、
[地

勢
」
が

「
き
わ
め
て
悪
く
」

い
ず

れ
も
峰
越

え
で
あ
る
。

(
a
)
滝
上

・白
滝
区
間
は
、
滝
上
町

と
旧
白
滝

村

(遠

軽

町
)

の
境
界
稜
線

で
あ
る
雄
柏
山
付
近

に

一
五
〇
〇
層

の
長
大

ト
ン
ネ

ル
を
掘
る
工
事

な
ど
が
残

っ
て
お
り
、

こ

れ
は
網
走
西
部
森
林
計
画
区

か
ら
網
走
東
部
森
林

計
画
区

へ
の
越
境

と
な

る
。

(b
)
白
滝

・丸
瀬
布
区
間

も
、
旧
白

滝
村

(遠
軽
町
)

と
旧
丸
瀬
布
町

(遠
軽
町
)

の
境
界

に

あ
た
る
稜
線
を
越
え
る
工
事

が
残

っ
て
い
る
。

つ
ぎ

に
進
捗
率

が

一
九
%

の
置
戸

・
阿
寒
線
は
大
部
分

が

「残
り
」

で
あ
る
が

闇地
勢
」
が

「
き
わ
め
て
悪
く
」
、

(
a
)
未
着
手

の
置
戸

・陸
別
区
間

は
、
置
戸
町
と
陸
別
町

の
境
界
稜
線

で
あ
る
新
常
呂
山
付
近
を
越

え
、

こ
れ
は
網

走
東
部
森
林
計
画
区

か
ら
十
勝
森
林
計
画
区

へ
の
越
境

と

な

る
。

(b
)
足
寄

・阿
寒
区
間

は
、
足
寄
町
と
白
糠

町
の

境
界

に
あ
た
る
阿
寒
富
士

に
連
な
る
稜
線
を
越
え
、

こ
れ

も
十
勝
森
林
計
画
区

か
ら
釧
路
根
室
森
林
計
画
区

へ
の
越

境

と
な

る
。

最
後

に
進
捗
率
が
三

四
%

の
平
取

・
え
り
も
線

で
は
二

区
間
だ
け
例
示
す
る
と
、

(
a
)
未
着
手

の
様
似
区
間

は
、

顕
著
な
峰
越

え
は
な

い
が

i地
勢
」
が

「き
わ
め
て
悪
く
」

相
当
な
難
工
事

が
予
想

さ
れ
、

(b
)
様
似

・え
り
も
区
間

は
、
様
似
町
か
ら
え
り
も
町

の
境
界
に
あ
た
る
急
峻

な
日

高
山
脈
南
端

の
主
稜
線
を
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

こ
れ
ら

「地
勢
」
が

[
き
わ
め
て
悪

い
」
山
越

え
谷
越

え

の
林
道
は
、
森
林
計
画
区
を
越
境
す
る
し
な

い
に
か
か

わ
ら
ず
必
然
的

に
、

ト
ン
ネ

ル
、
橋
梁
、
擁
壁
な
ど
、

そ

れ
も
規
格

の
大

き

い
も

の
を
多
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い

か
ら
、
自
然
環
境

の
改
変
が
大
き
く
な

っ
て
森
林

の
公
益

的
機
能
を
阻
害

し
、

工
事
費
も
高
く

つ
く

こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う

に
、
北
海
道
が
事
業
主
体

と
な
る
「
山
の
み
ち
」

と
し

て
残
さ
れ
た
部
分

は
決
し

て

「平
坦
な
道
程
」

で
は

な
く
、
「
胸
突

き
八
丁
」
ば

か
り
な

の
で
あ
る
。

そ

こ
で
実
際

に
こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
き
た
大
規
模
林
道

の
工
事
現
場
を
見

て
み
よ
う

(図
5
)。
急
傾
斜
地

で
は
道

路
幅
員

の
何
倍

も
の
幅

で
天
然
林
が
伐
採
さ
れ
、
山
肌
が

醜
く
削
ら
れ
、
長
大
な
切
取
り
法
面
が
で
き
、
盛
土

と
な

る
谷
側

へ
は
土
砂
が
崩
落
し
、
渓
流
を
狭
め
た
り
汚
濁
さ

せ
、
ま
た
余

っ
た
土
砂

は
付
近

の
森
林
地

に
堆
積

さ
れ
る
。

そ

れ
に
伴

っ
て
奥
山

や
渓
流

の
風
致
景
観
が
損

な
わ
れ
、
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する紛③奥山の良好な森林地帯を切 り刻んで、生

模林道(平 取 ・えりも線)

①急傾斜地の山肌を削って、なぜこんな大規模な林道が必要な
のか?(滝 雄 ・厚和線)

■■國 国厳 姻 鯉瞬 鰻 鰐 灘 幽 閣 墜 謹薗 ■■■■麟 、

②道路幅の何倍もの広さで森林が伐採され、⊥砂は谷側に落と ④「地勢等」が「きわめて悪い」地帯の大規模林道だから、台風
される(滝 雄 ・厚和線)襲 来で法面や路面の崩落がいたるところに発生(平 取・えり

も線)

図5大 規模林道(緑 資源幹線林道)の 工事現場(撮 影 ・寺島一男)

多
く

の
樹
木

や
野
草
が
姿
を
消
し
、
小
型
哺
乳
類
や
野
鳥
、

そ
れ

に
昆
虫
、
魚
類
な
ど

の
生
息

場
所

が
奪
わ
れ
、
絶
滅

の
危
機

に
あ
る
希
少
動
植
物

も
含

む
生
態
系
が
蝕

ま
れ
、

生
物
多
様
性

が
減
衰
し
て

い
る
。

そ
し
て
工
事

が
完
成
し
た
後

は
、
法
面

に
外
来
種

の
草

地
が
で
き
た
り
長
大
な
擁
壁

が
連
続

し
た
り
す
る
が
、
そ

れ
も
安
泰

で
は
な

い
。
[地
勢
等

」
が

「き
わ
め
て
悪

い
」

の

「等
」

に
は
、
地
滑
り
や
崩
落

し
や
す

い

「悪

い
」
地

質

も
含

ま
れ
る
が
、
残
念

な
が
ら

鞠北
海
道
山
地
」

の
地

質

は
悪

い
と
こ
ろ
が
多

く
、
雪
解

け
時
や
大
雨
の
後

に
は
、

法
面
崩
壊

や
土
砂
崩
落

が
跡

を
断

た
な
い
の
で
あ
る
。
例

え
ば

二
〇
〇

三
年

八
月

の
台
風

一
〇

号

の
時

に
は
、
平

取

・
え
り
も
線

の
平
取

・
新
冠
区
間

の
多
く

の
箇
所

で
大

規
模

な
土
砂
崩
落
を
起

し
、
路
面

や
法
面
が
大

き
く
決
壊

し
た

[
事
件
」
は
記
憶

に
新
し

い
。
[
山

の
み
ち
」
は
、
地

元
負
担

と
な

る
維
持
管

理
費

も
膨
大

と
な
る
こ
と
を
忘
れ

て
は
な
ら
な

い
。

以
上

の
よ
う
な
大
規
模
林
道

工
事

の
問
題
点

は
、
会
誌

第

四
二
号
、
市
川
利
美

「
ナ
キ
ウ
サ
ギ

の
岩
穴

は
、
な
ぜ

土

で
埋
め
ら
れ
た

の
?

・
山
奥

で
密

か
に
進

む
巨
大
プ

ロ

ジ

ェ
ク
ト

『大
規
模
林
道
』
事
業
」
、
第
四
三
号
、
寺
島

一

男

「大
規
模
林
道

は
本
当
に
必
要

か
」
、
佐
藤
謙

「
大
規
模

林
道
平
取

・
え
り
も
線

の

『様
似

・
え
り
も
区
間
』

の
植

物
的
自
然

に

つ
い
て
」
、
柳
川
久
「
日
高
山
脈
南
東
部

の
コ

ウ
モ
リ
類

・
大
規
模
林
道
予
定
地

で
の
コ
ウ
モ
リ
調
査
」
、

第

四
四
号
、
佐
藤
謙

「緑
資

源
幹
線
林
道

(大
規
模
林
道
)

置
戸

・
阿
寒

線

の
植
物
的
自
然
」

に
も
、
そ
の

一
端
が
具

体
的

に
報
告

さ

れ
て

い
る

の
で
参

照

し

て
い
た
だ
き

た

い

。[
山

の
み
ち
」事
業
を
実
施
す
れ
ば
、
確
実

に
、
森
林

の

公
益
的
機
能

が
大

き
く
阻
害
さ
れ
る

の
で
あ

る
。
知
事

は

「
山

の
み
ち
」

の
検
討

・
評
価

に
際
し
て
事
業

の

「効
果
」
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ば

か
り
で
な
く
、
森
林

の
公
益
的
機
能

が
失
わ
れ

る

噛逆

効

果
」

に

つ
い
て
も
、
的
確

に
評
価
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い

。
㈲

林

業
振

興

に
は
峰

越

え

の
林

道
が

不
要

私

た
ち
は
大
規
模
林
道

、
緑
資

源
幹
線
林
道

に
反
対
し

「
山

の
み
ち
」
に
も
承
服
で
き
な

い
が
、
林
業

に
反
対
し

て

い
る
わ
け
で
は
な

い
。
む
し
ろ
林
業

が
振
興
さ
れ
る

こ
と

を
願

っ
て

い
る
。
し
か
し

[
山

の
み
ち
」
が
越
え
な
け
れ

ば

な
ら
な

い

「
北
海
道

山
地
」

の
稜
線
部
分
は
、
標

高
数

百
層

か
ら
千
層
前
後
で
林
業

に
は
不
適
地

で
あ
る
。

「
地
勢
等
」
が

[き
わ
め

て
悪

い
」
と

い
う

「
等
」
に
は

「気

象
条
件
が
厳
し

い
」
こ
と
も
含

ま
れ
て

い
る
。
置
戸

・

阿
寒
線

の
う

ち
置
戸

・
陸
別
区
間

の

「陸
別
」
は
寒

さ

で

知
ら
れ
る
町

で
、
小
利
別
は

マ
イ
ナ

ス
三
八
度
C

の
低
温

記
録
を
も

っ
て
い
る
。
陸
別
町

で
は

剛寒

さ
」
を
テ
ー

マ

に
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
お
り
、
冬

に
は

「
し
ば
れ

フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
も
行
わ
れ
、

二
〇
〇
六
年

に
は
自
動

車

エ
ン
ジ

ン
の
耐
寒

テ
ス
ト
を
行
う
日
産

の
陸
別
試
験
場

も
稼
働
を
始

め
た
。

こ
の
こ
と

に
象
徴

さ
れ
る
よ
う

に
、

北
海
道

の

[山

の
み
ち
」

の
沿
線
は

「気
象
条
件
が
厳
し

い
」

の
で
あ

る
。

と

こ
ろ
が
緑
資
源
機
構
が

二
〇
〇
四
年

に
発
行

し
た
パ

ン
フ
レ
ッ
ト

『
北
海
道

の
緑
資
源
幹
線
林
道
』
に
は
、
「
緑

資
源
幹
線
林
道
が
通
過
す
る
森

林
地
域

は
、
林
野
率

が
極

め

て
高
く
、
気
象
条
件

に
恵
ま
れ
潜
在

す
る
林
地
生
産
力

が
優
れ

て
お
り
…
」
と
記
さ
れ

て
い
る
。
し

か
し

こ
れ
は

誇
大
広
告
で
、
少
な
く
と
も

幽
北
海
道
山
地
」

の
中

腹

か

ら
山
稜

へ
か
け
て
は
、
気
象
条
件
が
厳
し
く

「林

地
生
産

力
が
優
れ
て

い
る
」
と
は

い
え
な

い
。

「北
海
道
山
地
」
の
中
腹

か
ら
山
稜

へ
か
け
て
は
亜
寒
帯

性
植
生
が
支
配
的

で
、
そ

こ
は
造
林

の
適
地

で
は
決
し

て

な
い
。
ま
た
天
然
林
施
業
も
気
象
条
件
が
悪

い
た
め
、
き

め
細
か
い
人
為
的
な
補
助
作
業
を
行
わ
な
け
れ
ば
木
材
生

産
を
望
め
な
い
立
地
で
あ
る
。
そ
の
天
然
林
施
業
の
た
め

に
必
要
な
林
道
は
、
毛
細
管
の
よ
う
な
高
密
度
の
支
派
線

林
道
網
で
あ

っ
て
、
動
脈
の
よ
う
な

「
山
の
み
ち
」
で
は

な
い
。
ま
し
て

「
山
の
み
ち
」
が
、
山
稜
を
越
え
な
け
れ

ば
な
ら
な

い
必
然
性
は
ま

っ
た
く
な
い
。

文
部
科
学
省
が
農
業
高
校
用
の
教
科
書
と
し
て
著
作
し

た

『森
林
経
営
』

(〇
五
年
版
)
で
は
、
二
〇
世
紀
か
ら
二

一
世
紀

へ
の
変
わ
り
目
の
、
「
新
た
な
環
境
の
中
で
、
わ
が

国
の
林
政
は
、
流
域
管
理
シ
ス
テ
ム
の
登
場
、
国
有
林
の

抜
本
改
革
の
実
施
、
新
た
な
森
林

・
林
業
基
本
法
の
制
定

等
が
行
わ
れ
」
た
と
記
述
し
た
後
に
、
鞠
森
林
の
流
域
管
理

シ
ス
テ
ム
」
を

つ
ぎ

の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。

①
森
林
の
公
益
的
機
能
を
高
め
、
質
の
高
い
森
林

を
国
民
に
提
供
す
る
た
め
に
、
緑
と
水
の
源
泉
で
あ

る
多
様
な
森
林

の
整
備
を
行
う
こ
と

(が
必
要
で
あ

る
た
め
)
、
森
林

の
様
々
な
機
能
が
総
合
的
に
み
て
最

大
限
に
発
揮
さ
れ
る
よ
う
、
流
域
を
基
本
単
位
と
し

て
、
国
有
林

・
民
有
林
を
通
じ
た
適
切
で
合
理
的
な

森
林
整
備
を
行
う
こ
と
(と
し
)
、
②
第

二
次
大
戦
後

に
造
林
し
た
人
工
林
資
源
が
伐
期
を
迎
え
る
時
期
に

さ
し
か
か

っ
て
お
り
、
こ
の
資
源
を
利
用
し
て

「国

産
材
時
代
」
を
実
現
す
る
た
め
に
、
林
業
生
産

・
加

工

・
流
通
に
お
け
る
条
件
整
備
を
行
う
こ
と

(が
必

要
で
あ
る
た
め
)
、
流
域
を
基
本
単
位
と
し
て
、
生

産

・
加
工

・
流
通
の
合
理
的
シ
ス
テ
ム
を
構
築

(す

る
こ
と
と
し
た
)。

(そ
の
た
め
に
)従
来
の
森
林
法

に
規
定
さ
れ
て
い

る
森
林
計
画
制
度
を
改
正
し
、
そ
れ
ま
で
国
有
林
と

民
有
林

に
お
い
て
別
々
に
作
ら
れ
て
い
た
森
林
計
画

を
統

一
し
た
上
で
、
全
国
を

一
五
八
の
流
域

・
計
画

区
に
分
け
、
…
各
流
域
の
林
業
を
活
性
化
さ
せ
る
と

い
う
の
が
、
流
域
管
理
シ
ス
テ
ム
政
策
の
ね
ら
い
で

あ

っ
た
。

す
な
わ
ち
現
在
の
日
本
の
森
林
・林
業
政
策
で
は
、
「流

域
管
理
シ
ス
テ
ム
」
が

剛
国
有
林

の
抜
本
改
革
」
「森
林
・

林
業
基
本
法
の
制
定
」
と
並
ぶ
重
要
な
位
置
を
占
め
て
お

り
、
そ
の

[
流
域
管
理
シ
ス
テ
ム
」
は
、
①
森
林
の
公
益

的
機
能
な
ど

「
様
々
な
機
能
が
総
合
的
に
み
て
最
大
限
発

揮
」
さ
れ
る
よ
う
に
導
く
に
は

「
流
域
を
基
本
単
位
」
と

す
る
森
林
経
営
が
必
要
で
あ
り
、
②
造
林
地
か
ら
木
材
資

源
を
得
る
た
め
に
は
[流
域
を
基
本
単
位
と
し
て
、
生
産
・

加
工

・
流
通
の
合
理
的
シ
ス
テ
ム
」
が
必
要
と
い
う
こ
と

を
基
本
と
し
て
、
「流
域
単
位
」
の

[森
林
計
画
区
」
が
定

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
、
文
部
科
学
省
は
高
校
生
に
教
え

て
い
る
の
で
あ
る
。

し
た
が

っ
て
北
海
道
の

「
山
の
み
ち
」
の
よ
う
に
、
山

越
え
谷
越
え
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
網
走
西
部
森
林
計
画

区
か
ら
網
走
東
部
森
林
計
画
区

へ
越
境
、
そ
し
て
網
走
東

部
森
林
計
画
区
か
ら
十
勝
森
林
計
画
区

へ
越
境
、
さ
ら
に

十
勝
森
林
計
画
区
か
ら
釧
路
根
室
森
林
計
画
区

へ
越
境
し

な
が
ら
、
そ
の
間
を
延
々
と
貫
通
す
る
大
規
模
林
道
が
必

要
な
ど
と
い
う
考
え
方
は
、
高
校
生
か
ら
も
批
判
さ
れ
る

不
合
理
な
森
林
経
営
で
あ
り
、
「妥
当
性
」
が
な
く
否
定
さ

れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

先
に
紹
介
し
た
知
事
の
回
答
の
よ
う
に
、
「緑
資
源
幹
線

林
道
は
…
、
そ
の
受
益
の
範
囲
が
著
し
く
広
い
も
の
と
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
複
数
の
森
林
計
画
区
が
関
わ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
」
な
ど
と
他
人
事

の
よ
う
な
無
責
任
な
考

え
方
で
、
「山

の
み
ち
」
事
業
を
評
価
す
る
こ
と
は
絶
対
に

許
せ
な
い
。
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働

適

正
な
費
用
対
効
果

の
分
析
を

前
項
で
は

「森
林
計
画
区
」
を
越
境
す
る
峰
越
え
を
例

示
し
た
が
、
森
林
計
画
区
を
越
境
す
る
し
な
い
に
か
か
わ

ら
ず
、
峰
越
え
の
林
道
工
事
は
森
林

の
公
益
的
機
能
を
阻

害
し
、
工
事
費
が
高
く

つ
く
も
の
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て

客
観
的
な
視
点
か
ら

{
費
用
対
効
果
分
析
」
を
適
正
に
行

う
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
①
従
来
の
費
用
対

効
果
の
計
算
で
は

,失
わ
れ
る
公
益
的
機
能
」
は
、
"不
都

合
な
真
実
"
の
た
め
無
視
さ
れ
て
き
た
が
、
失
わ
れ
る
「逆

効
果
」
を

「効
果
」
か
ら
差
し
引
く
な
ど
、
逆
効
果
も
勘

案
し
て
評
価
す
る
手
法
を
工
夫
し
て
導
入
す
る
必
要
が
あ

る
。
ま
た
、
②
原
設
計
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
発
想
を
転
換
し

た
代
替
案
も
含
め
て
比
較
す
る
必
要
が
あ
る
。

②
に
つ
い
て
例
示
す
れ
ば
、
も

っ
と
も
進
捗
率
の
高

い

滝
雄

・
厚
和
線
の
滝
上

・
白
滝
区
間
は
、
こ
れ
か
ら
雄
柏

山
付
近
の
稜
線
を

一
五
〇
〇
層
の
長
大
ト
ン
ネ
ル
で
貫
通

す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
が
、
こ
の
ト
ン
ネ
ル
の

「必
要

性
」
は
何
だ
ろ
う
か
。
滝
上
側
の
標
高
の
低
い
場
所
で
生

産
さ
れ
た
原
木

(そ
れ
も

一
九
七
〇
年
代
の
当
初
計
画
に

比
べ
れ
ば
は
る
か
に
少
な
い
量
)
を
、
わ
ざ
わ
ざ
標
高
の

高

い
ト
ン
ネ
ル
を
通
過
し
て
白
滝
側
に
運
ば
な
く
て
は
な

ら
な
い
必
然
性
は
な
く
、
ま
た
白
滝
側
の
標
高
の
低
い
場

所
で
生
産
さ
れ
た
原
木
を
、
わ
ざ
わ
ざ
標
高
の
高

い
ト
ン

ネ
ル
を
通
過
し
て
滝
上
側
に
運
ぶ
必
然
性
も
な
い
。
な
ぜ

な
ら
滝
上
側
の
大
規
模
林
道
の
わ
ず
か
数
キ
。
西
側
に
は
、

国
道

二
七
三
号
が
平
行
し
て
走

っ
て
い
る
か
ら
、
大
規
模

林
道
か
ら
国
道
二
七
三
号

ヘ
ア
ク
セ
ス
す
る
道
路
を
改
良

し
た
方
が
、
長
大
な
ト
ン
ネ
ル
工
事
費
よ
り
は
る
か
に
安

く
な
る
し
、
白
滝
側
は
出
発
点
が
国
道
三
三
三
号
で
、
し

か
も
林
道
そ
の
も
の
が
長
く
な
い
距
離
だ
か
ら
、
標
高
の

高

い
ト
ン
ネ
ル
へ
行
く
よ
り
、
国
道
三
三
三
号

へ
引
き
返

す
方
が
は
る
か
に
合
理
的
で

「
妥
当
性
」
が
あ
る
。

大
規
模
林
業
圏
開
発
計
画
が
立
案
さ
れ
た
当

時

は

[縦

割

り
意
識
」
が
強
く
、

ま
た
高
度
経
済
成
長
期

で
も
あ

っ

た
の
で
、
林
道

は
林
道

の
自
賄

い
で
長
大
距
離

を
貫
通

さ

せ
よ
う
と

い
う
考

え
方
が
支
配
的
だ

っ
た
の
だ

ろ
う
。
し

か
し
各
⊥
事
区
間

の
起
点
終
点

の
多
く
は
国
道

・
道
道
な

ど
の
公
道

に
接
続

し
て

い
る
か
ら
、
そ
の
公
道

と
の
ネ

ッ

ト
ワ
ー
ク
を
考

え
る
方
が
、
峰
越
え

の

「山

の

み
ち
」
を

開
削
す
る
よ
り
は
る
か
に
経
費
も
安
く
合
理
的

で
あ

る
。

[北
海
道
山
地
」
の

[
山

の
み
ち
」
は
、
ほ
と
ん

ど
国
有
林

と
道
有
林
地
帯

の
奥
山
を
貫
通
す

る
か
ら
、
国

有
林

や
道

有
林
内

に
は
地
域
住
民

の
集
落
も
な
く
、
生
活

道
路

と
し

て
期
待
さ
れ
る
側
面

は
き
わ
め
て
薄

い
。

そ
の
よ
う
な
実
情

の
大
規
模
林
道

(緑
資
源
幹

線
林
道
)

だ

か
ら
、
費

用
対
効
果
を
分
析
し

て
も
、
投
資

効
果
が
大

き

い
と

い
う
結
果

は
お
そ
ら
く
得
ら
れ
な

い
だ

ろ
う
。
し

た
が

っ
て
先

に
紹
介

し
た
平
取

・
え
り
も
線

の
様
似

・
え

り
も
区
間

の

噛
木
材
生
産

等
便
益
」
の
よ
う

な
、

[効
果

の

水
増
し
」
と
し
か

い
い
よ
う

の
な

い
分
析
結
果

も
出

て
く

る
こ
と

に
な
る
。

そ
の
た

め
北
海
道
知
事

は

一
〇
〇
%
が

道
有
林
で

「木
材
生
産
等
便
益
」
は
も

っ
ぱ
ら

道
有
林

の

施
業
内
容

に
か
か
わ

っ
て
く

る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
岡北
海

道

に
は
説

明
責
任
が
な

い
」

と
逃
げ

の
姿
勢

に
終
始
し
、

一
方

の
林

野
庁

は
自
ら
分
析
し
、
そ

の
デ

ー
タ

は
五
年
後

に
必
要
と
な
る
に
も

か
か
わ
ら
ず

[文
書

は
廃

棄
し

た
」

と
、
「
偽
装
廃
棄
」
を
疑
わ

れ
る
対
応
を
余
儀
な

く

さ
れ
る

の
で
あ
る
。

し

か
し

「山

の
み
ち
」

は
北
海
道
が
事
業
主

体

と
な

る

か
ら
、
今
度

は

■北
海
道

に
は
説
明
責
任
が
な

い
」

と
逃

げ

る
わ
け

に
は

い
か
な

い
。
知
事

は
ま
ず
、

一
〇
〇
%
が

道
有
林
で

「木
材
生
産
を
目
的

と
す
る
皆
伐

・
択
伐
を
廃

止
」
し
た
様
似

・
え
り
も
区
間

で
、
六
九
億
円

も

の

「木

材
等
生
産
便
益
」
が
出

る
こ
と
を
、
積
算
根
拠

を
示

し
て

立
証
し
公
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
れ
が
立
証

で
き

な
け
れ
ば
、
様
似

・
え
り
も
区
問

は
投
資
効
果
が
な

い
か

ら
、

ま
た
道
有
林

は

「
幹
線

と
な

る
林
道

の
基
盤
整
備
は

終

了
し
た
」

の
だ

か
ら
、
真

っ
先

に
様
似

・
え
り
も
区
間

を
中
止
す

べ
き

で
あ

る
。

私

た
ち
は
費
用
対
効
果

の
疑
問
点

に

つ
い
て
、
様
似

・

え
り
も
区
間
を
典
型
例
と
し
て
ク

ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ

さ
せ
た

が
、
私
た

ち
が
入
手
し
た
他

の
複
数
区
問

の
費

用
対
効
果

分
析
結
果
も
疑
問
点
が
た
く
さ
ん
あ

る
。
し
た
が

っ
て
知

事

は
様
似

・え
り
も
区
間

に
限

ら
ず
、
「
山

の
み
ち
」

の
対

象
と
な
る
全
工
事
区
間

に
つ
い
て
、
林
野
庁
が
行

っ
た
費

用
対
効
果

の
分
析
結
果
を
客
観
的

に
検
証
し
、
そ
れ
か
ら

前
記

の

「
逆
効
果
」
分
を
差

し
引

い
て
評
価
す

べ
き
で
あ

る
。

そ
う
す
れ
ば

「山

の
み
ち
」

は
い
ず
れ
も

幽効
果
が

小
さ

い
」
と

い
う
結
果
が

で
る
だ

ろ
う
。
も

ち
ろ
ん
チ

ェ
ツ

ク
や
評
価

の
過
程

は
、
す

べ
て
道
民

に
対
し

て
透
明
性
を

高

め
る
必
要
が
あ

り
、
ま
た
説
明
責
任
を
伴
う
も
の
で
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
。

㈲

第

三
者

の
客

観

的
な

目
が

必
要

二
〇
〇

七
年

一
一
月

一
六

日

の
北

海
道

の
回
答
書

で

は
、

[区
間
ご
と

の
必
要
性

・
有
効
性

・
効
率
性

と

い
っ
た

幅
広

い
視
点

か
ら

の
事
業
評
価

の
実
施
」
を
明
ら
か
に
し

た
が
、
な
ぜ

か
そ

こ
に
は
道
民
参
加
が
う
た
わ
れ
て
い
な

い
。

し
か
し
過
去
五
回

に
わ
た
る
北
海
道

の
回
答
書
を
見

れ
ば
明
ら

か
な
よ
う

に
、
事
業
者
側

の
回
答
は
客
観
性
を

欠

き
、
自
己

に
都
合

の
悪

い
部
分
を
隠
し

て
い
る
。
そ

の

事
業
者
側
が
自
ら

噛
山

の
み
ち
」

の
評
価
を
す
る
と
い
う

の
は
、

い
ま
ま

で
プ

レ
ー

に
加
わ

っ
て

い
た
選
手
が
、

い

き
な
り

レ
フ
リ

ー
に
変
身
す
る
よ
う
な
も

の
で
あ
る
。
自

分
が
所
属
す

る
チ

ー
ム
に
対

し
て
公
平
な
判
定
を
期
待

で

き
る
だ

ろ
う

か
。
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そ
う
し

た
意
味

か
ら
も
、
情
報
公
開

と
道

民
参
加
は
絶

対

に
必
要

で
、
ま
た
客
観
的
な
目
を
も

つ
第

三
者
を
中
心

に
推
進

・
反
対

の
者
も
含
め
た
検
討
委
員
会

を
設
置
す
る

こ
と
も
必
要

で
あ

る
。

そ

の
第

一
歩

と
し

て
北
海
道

は
ま
ず
、
①

一
七
六
万
診

に
わ
た

る
大
規
模
林
業
圏

の
全
体
像
が
把
握

で
き
る
よ
う

な
資
料

と
し

て
、

(
a
)
大
規
模
林
業
圏
開
発
計
画
書

お
よ

び
付
属
図
、

(b
)
圏
域
全
体

の
二
〇
万
分

一
程
度

の
自
然

環
境
関
係
図

(地
質

・
地
形
、
植
生
、
主

な
動
物
分
布
)

お
よ
び
林
業
関
係
図

(森
林
所
有
別
、
林
相
)
、

(
c
)
圏

域
全
体

お
よ
び
北
海
道
全
体

の
林
業

(林
道
、
造
林
、
伐

採
な
ど
)

の

一
九
七
〇
年

こ
ろ
以
降

の
推
移

が
理
解

で
き

る
統
計
図
表
、

②

「山

の
み
ち
」

の

[
区
間
ご

と
」

の
林
道
受
益
範

囲

を
中
心

と
し
た
、

(
a
)
大
規
模
林
道
計
画
図

(完
成
、
計

画
)
、
(b
)
環
境
ア
セ

ス
メ
ン
ト
報
告
書
、
(
c
)
五
万
～
二

万
五
千
分

一
程
度

の
森
林
所
有
別
図
、
森
林
機
能
類
型
区

分
図

(森
林

と
人

と
の
共
生
林
、
水
土
保
全
林
、
資
源

の

循
環
利

用
林

)、
道
路
網
図

(林
道

お
よ
び

公
道
)
、
造
林

地
分
布
図
、

(d
)
関
係
市
町
村

の
森
林

・林
業

の
動
向
が

理
解

で
き
る
資
料
な
ど
、
「
山

の
み
ち
」
を
考

え
る
に
際
し

て
参
考

と
な
る
資
料
を
と
と

の
え
、
道
庁
、
関
係
支
庁
で

閲
覧

で
き
る
よ
う

に
し
、
ま
た
希
望
者

に
は
必
要
な
資
料

を
実
費

で

コ
ピ
ー
さ
せ
る
よ
う

に
す

べ
き
で
あ
る
。
な
お

そ
の
概
要

は
、

イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
も
情
報

公
開
す

べ
き

で
あ
る
。

さ
ら

に

「
山

の
み
ち
」

の
要
点
を
分

か
り
や
す
く
解
説

し
た
資
料

を
用
意

し
、
だ
れ

で
も
関

心

の
あ
る
人
が
意
見

を
述

べ
ら
れ
る
よ
う

な
パ
ブ
リ

ッ
ク

コ
メ

ン
ト
募
集

の
実

施

、
あ
る

い
は
道

民
意
向
調
査
な
ど
も
実
施

す

べ
き
で
あ

る
。な
ぜ
な
ら
従
来

の
公
共
事
業

の

「必
要
性
」
に
つ
い
て
、

国
や
北
海
道

が
使

っ
て
き
た
常
用
語

に

「地
元

市
町
村

か

ら

の
要
望

が
強

い
」
が
あ

る
が
、
そ
れ
は

画長

」

の
意
見

で

「
民
」

の
意
見

で
は
な

い
こ
と
が
多

い
か
ら

で
あ

る
。

と
く

に
大
規
模
林
道

(緑
資
源
幹
線
林
道
)

の
場
合

は
、

地
元
市

町
村

に
は
事
業
負
担

金
が

か
か
ら
ず

(
山
林
所
有

者

に
は
賦
課
金
が

か
か
る
が
)
、
「
長
」
と
し
て
は
自
ら

の

負
担

が
な
く
建
設
工
事
が
行

わ
れ
れ
ば
、
地
元

の
雇
用

の

機
会

が
増
大
す

る
か
ら
、
ま
た
場
合

に
よ

っ
て
は
少
し
ば

か
り
便
利

に
な

る
か
ら
、
要

望
す
る

の
が
当
然

で
あ

る
。

し
た
が

っ
て
、
そ

の

噛
長
」
だ
け

の
要
望
書
を

「
必
要
性
」

の
根
拠

と
す
る
こ
と
は

幽
妥
当
性
」
が
な

い
か
ら

で
あ
る
。

㈲

な
ぜ
国
有
林
内
の
林
道
を
地
方
自
治
体
が
?

「山
の
み
ち
」
は
、
地
域
住
民
の
生
活
道
路
と
し
て
の
側

面
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
先
に
も
記
し
た
よ
う

に

「山
の
み
ち
」
は
里
地
か
ら
遠
く
離
れ
た
中
腹
か
ら
山

稜

へ
か
け
て
の
奥
地
に
あ
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
国
有
林
、

道
有
林
地
帯
だ
か
ら
で
あ
る
。
と
く
に
滝
雄

・
厚
和
線
お

よ
び
置
戸

・
阿
寒
線
の

「
山
の
み
ち
」
部
分
は
、
全
域
が

国
有
林
と
思
わ
れ
る
。

そ
う
す
る
と
、
ま
た
ひ
と
つ
新
た
な
疑
問
が
生
ず
る
。

国
有
林
の
管
理
経
営
は
林
野
庁

・
北
海
道
森
林
管
理
局
の

専
管
事
項
だ
か
ら
、
国
有
林

の
経
営
に
必
要
な
林
道

の
整

備
は
当
然
の
こ
と
と
し
て
北
海
道
森
林
管
理
局
が
執
行
す

べ
き
だ
ろ
う
。
そ
れ
を
な
ぜ
地
方
自
治
体
の
北
海
道
が
事

業
主
体
と
な
っ
て

「
山
の
み
ち
」
と
し
て
整
備
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
か
。

会
計
規
則
に
照
ら
し
て
云
々
…
と
い
う
論
議
を
す
る
知

識
が
私

に
は
な

い
が
、
常
識
的
に
考
え
れ
ば
、
国
有
林
内

の
林
道
を
地
方
自
治
体
が
事
業
主
体
と
な

っ
て
整
備
す
る

の
は

【妥
当
性
」
が
な
い
。
北
海
道
は
林
野
庁
か
ら
賦
課

金
を
徴
収
す
る
の
だ
ろ
う
か
?

前
代
未
聞
の
珍
事
と
い

う

べ
き
で
あ

る
。

そ
れ
な
ら
国
有
林
内

の

「
山
の
み
ち
」

は
森
林
管
理
局
が
事
業
主
体
と
な
れ
ば
よ

い
、
と

い
う

こ

と

に
な
る
と
、
そ
も
そ
も
緑
資
源
機
構
を
廃

止
し
た

の
は

何

だ

っ
た
の
か
の
原
点

に
戻

っ
て
し
ま
う
。
緑
資
源
機
構

を
廃
止

し
た
と
き
、
同
時

に
緑
資
源
幹
線
林
道
事
業
も
廃

止
す
れ
ば
よ

か

っ
た

の
に
、
「山

の
み
ち
」
な
ど
と
い
う
生

き
残

り
作
戦
を
考
え

る
か
ら
、
矛
盾
が
露

呈
し
た
の
で
あ

る
。ま
た
政
府
部
内

で
は

い
ま
、
国
有
林

の
扱

い
に

つ
い
て
、

天
然
林

は

一
般
会
計

で
管
理
し
、
人
工
林

は
独
立
行
政
法

人

へ
移
管
し

て
管

理
す
る
、
と

い
う
方
針

が
検
討
さ
れ
て

い
る
と
い
う
話
も
聞

こ
え
る
。
も
し
そ
う
な
れ
ば

「
北
海

道
山
地
」

の

「
山

の
み
ち
」
部
分

は
、
人
工
林
が
少
な
く

天
然
林
が
大
部
分
だ

か
ら

一
般
会
計
管
理

の
エ
リ

ア
と
な

る
だ
ろ
う
。
そ
う
な
れ
ば
道
有
林
が
特
別
会
計

か
ら

一
般

会
計

へ
移
行
し
た
と
き
、
「
公
益
性
を
全
面
的

に
重
視
す
る

森
林
経
営
」
と
な

っ
て

剛木
材
生
産
を
目
的

と
す
る
皆
伐

・

択
伐

を
廃
止
」
し
た

と
同
じ
よ
う

に
、
国
有
林

の
天
然
林

は

「公
益
性
を
全
面
的

に
重
視

す
る
」
管

理
方
針

と
な
る

だ
ろ
う

か
ら
、
「
山

の
み
ち
」
は
不
要
と
な
る
。

北
海
道
は

二
〇
〇

八
年

の
事
業
評
価

に
際

し
て
、
そ

の

よ
う

な

「
先
読

み
」
も
し
て
、
悔

い
を
後
世

に
残
さ
な

い

よ
う

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

な
お
全
域
が
道

有
林

の
様
似

・
え
り
も
区
間
が
事
業

を

中
止

す
べ
き
な

の
は
、
繰
り
返

し
て
言
及
す
る
ま
で
も
な

い
。

ω

財
政
破
綻

の
危
機
に
あ
る
北
海
道

以
上
、
北
海
道
に
課
せ
ら
れ
た
二
〇
〇
八
年
度
の

「宿

題
」
を
い
く

つ
か
提
案
し
た
が
、
そ
の
答
え
を
客
観
的
に

導
き
だ
せ
ば
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。

①

「山
の
み
ち
」
が
拠

っ
て
立
つ
「
大
規
模
林
業
圏
開
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発
計
画
」
は
、
時
代
の
変
化
の
中
で
す
で
に
実
態
を
失
い
、

有
名
無
実
と
な

っ
て
い
る
。

②

「北
海
道
山
地
」
の

「山
の
み
ち
」
は
、
旧地
勢
等
」

が

「
き
わ
め
て
悪
い
」
条
件
の
山
稜
を
峰
越
え
す
る
の
で
、

自
然
環
境
改
変
の
度
合
い
が
大
き
く
な
り
森
林
の
公
益
的

機
能
を
阻
害
す
る
。

③

林
業
を
振
興
さ
せ
る
た
め
に
は
、
現
在
の
森
林

・

林
業
政
策
で
は

胸
流
域
管
理
シ
ス
テ
ム
」
が
導
入
さ
れ
て

い
る
の
で
、
「
北
海
道
山
地
」
の
「
山
の
み
ち
」
の
よ
う
に
、

延
々
と
山
越
え
谷
越
え
を
繰
り
返
す
長
大
林
道
の
計
画
は

[妥
当
性
」
を
欠
き
、
否
定
さ
れ
る
。

④

い
ま
ま
で
林
野
庁
が
実
施
し
た
費
用
対
効
果
分
析

は

噛
効
果
の
水
増
し
」
疑
惑
が
あ
る
の
で
、
北
海
道
に
よ

る
厳
正
な
再
チ

ェ
ッ
ク
が
必
要
で
、
そ
の
場
合
は

「効
果

が
少
な
い
」
結
果
が
予
想
さ
れ
る
。

⑤

従
来

の
事
業
執
行
者
に
よ
る
事
業
評
価
は
客
観
性

に
乏
し
い
傾
向
が
あ
る
の
で
、
[
山
の
み
ち
」
の
事
業
評
価

に
は
客
観
的
な
第
三
者
の
目
と
道
民
参
加
、
透
明
性
の
確

保
が
必
要
で
あ
る
。

⑥

[
北
海
道
山
地
」
の

「
山
の
み
ち
」
に
は
国
有
林
部

分
が
多
い
が
、
国
有
林
内
の
林
道
を
地
方
自
治
体
で
あ
る

北
海
道
が
事
業
主
体

と
な

っ
て
整
備
す
る
こ
と
は
疑
問

で
、
門
妥
当
性
」
を
欠
く
。

以
上
の
よ
う
に

蜘
北
海
道
山
地
」
の

「
山
の
み
ち
」
は

問
題
点
だ
ら
け
で
、
こ
れ
ら
を
必
要
性

・
有
効
性

・
効
率

性
な
ど
の
視
点
か
ら
総
合
的
に
評
価
す
れ
ば
、
事
業
を
「中

止
」
す
る
の
が
当
然
で
あ
る
。

そ
し
て
最
後

に
立
ち
は
だ
か
る
壁
は
北
海
道
が
直
面
す

る

「財
政
危
機
」
で
あ
る
。
現
在
の
北
海
道
は
五
兆
六
千

億
円
も
の
借
金

(道
債
残
高
)
を
か
か
え
て
お
り
、
そ
れ

は
道
民
ひ
と
り
当
り
百
万
円
の
借
金
に
相
当
し
、
財
政
再

建
団
体

へ
の
転
落
寸
前
の
状
況
だ
と
い
う
。

そ
の
た
め
北
海
道
は
三
年
前
か
ら
行
財
政
改
革
を
実
行

中
で
、
北
海
道
職
員
の
人
件
費
も
過
去
二
年
間
に
わ
た
り

一
〇
%
カ
ッ
ト
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
で
も
財
政
再

建
団
体
転
落
の
危
機
を
ま
ぬ
が
れ
な
い
た
め
、
二
〇
〇
七

年

=

月
に
は
道
職
員
の
人
件
費
を
四
年
に
わ
た
り
九
%

カ
ッ
ト
す
る
歳
出
減
ら
し
案
が
浮
上
し
た
。
し
か
し
労
使

交
渉
が
も

つ
れ
た
結
果
、
二
〇
〇
八
年

一
月
に

一
般
職
員

七

・
五
%
、
管
理
職
九
%
カ
ッ
ト
で
落
ち
着
い
た
。
そ
の

つ
ぎ
に
登
場
す
る
の
が
公
共
事
業
費
減
ら
し
案
で
あ
る
。

北
海
道
は
公
共
事
業
費
に
つ
い
て
、
○
八
年
度
は
〇
七
年

度
よ
り
補
助
事
業
費
を

一
〇
%
、
国
の
直
轄
事
業
負
担
金

を
五
%
減
ら
し
た
が
、
来
年
度
以
降
も
削
減
を
継
続
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
。

そ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
、
{
目
的
」
が
す
で
に
破
綻

し

「
必
要
性
」
も
な
く

「効
果
」
も
疑
問
だ
ら
け
の
大
規

模
林
道
事
業
を
、
「山
の
み
ち
」
事
業
と
し
て
北
海
道
が
継

承
す
る
の
は

「愚
策
」
と
し
か
い
い
よ
う
が
な
い
。
北
海

道
知
事
は
、
財
政
的
な
ツ
ケ
を
後
世
に
残
さ
な
い
た
め
に

も
、
奥
山
の
良
好
な
緑
の
環
境
を
後
世
に
残
す
た
め
に
も
、

「山

の
み
ち
」
事
業
を
中
止
す
べ
き
で
あ
る
。
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北海 道の大規模林業圏開発計画は1960年 代 の 「拡大造林」の

右肩上が りを前提 とし、「高生産性林業の確立」をめざ して計

画 された。

しか し1970年 代 以降は 「拡大造林」の時代が終わ り、造林面

積は右肩下が りに低迷 している。

したがって 「大規模林道」の必要性 も消滅 した。

それにもかかわ らず林野庁、緑資源機構、北海道 は、延々 と

大規模林道(緑 資源幹線林道)の 建設工事を継続 し、2008年

か らは 「山のみち」に継承 させ ようとしている。
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参考図 北海道の人工造林面積の推移
(北海道林業統計 ・時系列版、2000)
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